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各 種 相 談

●人口と世帯数（H22.3.1現在）
　人　口　45,075人	 （＋65）	 男　23,401人	（＋66）
　世帯数　17,188世帯	（＋78）	 女　21,674人	（−　１）（　）前月比

市長との対話日
　4月2日㈮、5月7日㈮　午前9時〜正午　市長応接室
※�5月7日㈮の対話日は4月30日㈮までに、人事グループ
（☎52ー1111内線309）へ申し込んでください。
税務相談（税理士）
　4月13日㈫　午後1時〜3時　市役所市民相談室
※�相続・贈与・不動産取得などに関する税一般。予約優先
　（☎52ー1111内線269）です。
労働相談（西三河事務所職員）
　4月14日㈬　午後1時〜4時　市役所市民相談室
※職場での悩みごと・困りごとなど（解雇・賃金･労働時間など）
市民相談（市民生活グループ職員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　市役所市民相談室
※市役所へのご意見・ご要望など。
日系人相談（ポルトガル語の分かる相談員）
※庁舎内の案内、通訳など。
　午前8時30分〜午後5時15分　市役所市民生活グループ
人権相談（人権擁護委員）
　4月1日㈭、5月6日㈭　午後1時〜3時　市役所市民相談室
※いじめ、虐待、差別などの人権問題。
行政相談(行政相談委員)
　4月1日㈭、5月6日㈭　午後1時〜3時　市役所市民相談室
※国、県、市などに対する苦情・要望など。
消費生活相談(消費生活相談員)　
　4月9日㈮　午後1時〜4時　市役所市民相談室
※消費者トラブルの相談など。
教育相談　
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　子ども権利支援セ
ンター（全世代楽習館内）
※�事前に子ども権利支援センター（☎54ー4686）または学
校経営グループ（☎52ー1111内線345）へ申し込んで
ください。

心配ごと相談（弁護士）
　4月7日㈬・21日㈬、5月12日㈬
午後1時〜3時45分　いきいき広場
※�予約制。事前に、社会福祉協議会
　（☎52ー2002）へ申し込んでください。
介護保険相談（介護保険グループ職員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　いきいき広場
　（☎52ー9871）
こども相談（刈谷児童相談センター心理判定員）
　4月14日㈬　午前9時45分〜午後4時　いきいき広場
※�予約制。事前に地域福祉グループ（☎52ー9871）へ申し
込んでください。

家庭児童相談（家庭児童相談員）
　平日　午前9時〜午後4時　いきいき広場
　（☎52ー9871）
※子どもと家庭の悩み事相談など。
母子自立支援相談（母子自立支援員）
　平日　午前9時〜午後4時　いきいき広場
　（☎52ー9871）
※自立に必要な情報提供・指導・相談など。
母子家庭就業相談（県就業相談）
　4月20日㈫　午後2時〜4時　いきいき広場
　（☎52ー9871）
心理相談（臨床心理士）
　毎週水曜日　午後1時〜5時
※�予約制。事前にいきいき広場（☎52ー9871）へ申し込ん
でください。

障がい相談（相談支援専門員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　いきいき広場
　（☎52ー9610）
※障がい者の生活全般に関する相談など。

1 木 吉浜ふれあいプラザオープン
ベビーブックのひととき（吉浜公民館）

2 金

3 土
図書館紙芝居の日	
文化協会「大山桜ものがたり」（大山緑地周辺）	
ひめゆり平和への祈り〔沖縄戦から65年〕特別展（かわら美術館）～5月16日

4 日 消防団入退団式（高浜中学校）
5 月
6 火
7 水
8 木
9 金
10 土 図書館おはなし会
11 日
12 月
13 火
14 水

15 木
16 金
17 土 図書館紙芝居の日
18 日
19 月 狂犬病予防注射（吉浜公民館北駐車場、吉浜八幡社、中部公園）

20 火 狂犬病予防注射（大山公民館、高取農業センター、
勤労青少年ホーム）

21 水 狂犬病予防注射（市役所西駐車場、高浜南部公民館、洲崎公園）
22 木
23 金
24 土
25 日
26 月
27 火
28 水
29 木 昭和の日
30 金
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　また、建物の１階には、まちづくり協議会の運営
により、コーヒーやランチなどが楽しめるサロン
（4月18日オープン予定）があり、地域の皆さまが
気軽に集まれる交流の場を提供するとともに、人形
小路など観光交流の場としても活用していきます。

＜吉浜ふれあいプラザの利用方法＞
利用時間　午前９時～午後10時
休館日　年末年始（12月29日～１月３日）
交流スペースの利用　予約制です。利用を希望する
方は、吉浜ふれあいプラザ事務室（☎52-1101）
へ予約してください。
利用料金（１時間あたり）
・交流スペース１　250円
・交流スペース２　　80円
・交流スペース３　　90円
※�間仕切りをはずせば一体的に使っていただくこと
もできます。

☆施設の概要

平面図（1階）

交流スペース1

サロン

平面図（2階）

問合せ先	
・吉浜まちづくり協議会　☎52―1101	
　（住所：〒444-1331　屋敷町二丁目３番地15）	
・市役所地域政策グループ　☎52―1111（内線351）

吉浜ふれあい
プラザオープン
　4月1日に、「吉浜ふれあいプラザ」がオープンし
ます。この施設は、やすらぎと心の豊かさを日々実
感するなかで、高齢者、障がい者、子どもたちをは
じめとする地域のすべての方が互いに支え合いなが
らふれあうことのできる場です。
　建物は２階建てで、「吉浜まちづくり協議会」の活
動の拠点となります。建物内には、交流スペースが
３つあり、会議や打合わせ、各種講座などにご利用
いただけます。
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本文は、市議会 3月定例会で行った施政方針演説の一部を抜粋したものです。

施政方針
【
は
じ
め
に
】

　
「
脱
皮
で
き
な
い
蛇
は
滅
び
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
脱
皮
は

古
い
衣
を
脱
ぎ
捨
て
、
新
し
い
自
分

に
変
わ
ろ
う
と
い
う
、
生
き
抜
く
た

め
に
不
可
欠
な
行
為
で
す
。
生
き
抜

く
た
め
に
は
、
環
境
変
化
や
現
場
で

起
き
て
い
る
警
鐘
を
敏
感
に
察
知
し
、

「
変
わ
ろ
う
」「
変
え
よ
う
」
と
い
う

強
い
意
志
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
誕
生
し
た
民
主
党
政
権
の

「
一
丁
目
一
番
地
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
「
地
域
主
権
」
は
、
住
民

自
治
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
自

分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
、
自
分
た

ち
で
決
め
る
。
そ
し
て
責
任
も
持
つ
。

「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

「
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘

え
や
依
存
体
質
は
許
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
市
民
・
議
会
・
行
政
が
高
浜

市
の
共
同
経
営
者
と
し
て
、
現
場
で

あ
る
地
域
で
起
き
て
い
る
問
題
に
眼

を
向
け
、
高
浜
市
は
ど
こ
へ
向
か
う

べ
き
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
な
す
べ

き
か
、
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
、
一
緒

に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
、
生
き
抜

く
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
12
月
か
ら
、
市
民
と
職
員
約

150
人
に
よ
る
「
高
浜
市
の
未
来
を
描

く
市
民
会
議
」
が
発
足
し
、
市
政
運

営
の
両
輪
と
な
る
自
治
基
本
条
例
と

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
作
業
が
本

格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
高
浜
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
こ

ん
な
高
浜
市
に
し
て
い
き
た
い
と

い
っ
た
想
い
を
出
し
合
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
議
を
公
開
す
る
な
ど

議
論
の
内
容
や
各
種
デ
ー
タ
と
い
っ

た
情
報
も
積
極
的
に
開
示
し
て
い
ま

す
。
計
画
策
定
後
は
、
目
標
の
達
成

度
や
効
率
性
等
を
市
民
と
と
も
に
点

検
・
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
改
善
策

に
結
び
つ
け
、
刻
々
と
変
化
す
る
環

境
に
対
応
し
う
る
よ
う
、
成
長
に
向

け
た
脱
皮
を
絶
え
ず
続
け
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

【
平
成
22
年
度
の
重
点
施
策
】

　
昨
年
９
月
に
試
行
実
施
し
た
事
業

仕
分
け
を
６
月
に
本
格
実
施
し
ま
す
。

事
業
の
選
択
過
程
か
ら
公
開
し
、
市

民
が
評
価
者
と
な
り
、
仕
分
け
結
果

の
反
映
を
第
三
者
委
員
会
が
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
い
う
高
浜
市
バ
ー
ジ
ョ
ン

で
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
推
進
と
し
て
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
化
や
指
定
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
都
市
公
園
へ
の
ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
住
民
自
治
に
基
づ
く
市
政
運
営
を

定
め
る
「
自
治
基
本
条
例
」
は
作
っ

て
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

使
っ
て
こ
そ
、
動
か
し
て
こ
そ
、
そ

の
真
価
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
市
民
の
声
を
集
め
、

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
な
が
ら
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
行
政
が
市
民
か
ら
お
預
か
り
し
た

税
を
、
地
域
で
よ
り
有
効
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
個
人
市
民
税
の

５
％
の
額
を
「
市
民
予
算
枠
」
と
し

て
、「
地
域
内
分
権
推
進
型
」「
協
働

推
進
型
」「
市
民
提
案
型
」
の
３
部

門
を
設
け
て
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　
財
政
状
況
を
市
民
目
線
で
分
析
し

た
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
を
市

民
と
と
も
に
作
成
し
、
市
が
行
う
事

業
や
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
民

と
一
緒
に
考
え
、
将
来
に
ツ
ケ
を
回

さ
な
い
よ
う
、
財
政
健
全
化
を
推
進

し
ま
す
。

　
将
来
の
高
浜
市
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
「
ま
な
び
」
の
好
奇
心

を
呼
び
起
こ
し
、
生
涯
を
通
し
て
学

び
続
け
る
心
を
育
み
、「
ま
な
び
」

を
活
か
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
生
涯

学
習
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

　
産
業
基
盤
を
強
化
し
、
活
力
あ
る

高
浜
市
を
創
る
た
め
、
企
業
訪
問
活

動
を
実
施
し
、
支
援
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、

企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
若
者
の
起
業
マ
イ
ン
ド
育
成
、
企

業
を
退
職
さ
れ
た
方
々
に
そ
の
能

力
・
経
験
等
を
地
域
で
発
揮
し
て
い

た
だ
く
場
の
創
出
、
ま
た
超
高
齢
社

会
に
備
え
、
歩
い
て
行
き
来
で
き
る

範
囲
の
中
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
の
実

現
に
つ
な
が
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
進
め
ま
す
。

　
安
定
的
な
農
業
経
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
、「
明
日
の
高
浜
農
業
を
考
え

る
会
」
を
発
足
し
、
高
浜
任
意
営
農

組
織
立
ち
上
げ
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
市
内
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
と
し

て「
が
ん
ば
る
事
業
者
応
援
補
助
金
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
時
代
に
即
応
し
た
地
場
産
業
の
支

援
と
し
て
、
三
州
瓦
屋
根
工
事
奨
励

補
助
金
制
度
を
見
直
し
ま
す
。
新
築

ま
た
は
全
面
葺
き
替
え
時
に
、
三
州

瓦
を
使
用
し
た
屋
根
の
上
に
太
陽
光

発
電
を
併
せ
て
設
置
し
た
場
合
に
は
、

上
乗
せ
補
助
を
し
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
や
多
様
化
す
る

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
23
年
度
の
実
施
を
目
指
し
、
市
独

自
の
基
準
で
認
証
す
る
「
認
証
保
育

所
」
へ
の
助
成
制
度
を
検
討
し
ま
す
。

　
地
域
で
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
す
る
「
子
育
ち
・
子
育
て
事
業
」

を
支
援
す
る
た
め
、
子
ど
も
に
関
わ

る
団
体
間
や
企
業
と
の
情
報
交
換
や

連
携
、
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
就
園

前
の
在
宅
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
行

う
在
宅
家
庭
支
援
事
業
や
、
放
課
後

の
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
社
会
性

な
ど
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
育
ち

を
一
貫
し
て
見
守
り
、
支
援
す
る
た

め
、
高
浜
版
発
達
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
地
域
と
協
議

し
な
が
ら
、
子
ど
も
も
含
め
た
マ
ン

パ
ワ
ー
を
最
大
限
に
活
か
す
と
い
っ

た
実
践
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
や
、

行
政
・
地
域
・
民
間
が
連
携
し
あ
う

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
互

い
に
顔
の
見
え
る
関
係
、
心
の
通
う

関
係
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
い
き
い
き
広
場
マ
シ
ン
ス
タ
ジ
オ

の
機
器
の
更
新
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
カ
レ
ッ
ジ
の
開
設
、
い
き
い
き
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
元
気
づ
く

り
を
応
援
し
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　
私
が
尊
敬
す
る
工
学
者
の
糸
川
英

夫
博
士
の
言
葉
に
「
目
標
に
向
か
っ

て
、
一
段
ず
つ
階
段
を
上
っ
て
い
く

上
で
、
一
番
肝
心
な
こ
と
は
、
必
ず
、

最
初
の
一
段
を
上
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
ま
た
次
に
一
段
上
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
目
標
到
達
ま
で
に

は
様
々
な
過
程
が
あ
り
ま
す
が
、
最

初
の
一
段
を
上
る
こ
と
な
し
に
到
達

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
考

え
方
を
肝
に
銘
じ
、
絶
え
ず
脱
皮
を

繰
り
返
し
、
着
実
に
一
歩
、
一
歩
を

踏
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市　長　吉岡初浩
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教育行政方針
本文は、市議会 3月定例会で行った教育行政方針演説の一部を抜粋したものです。

１
　
教
育
基
本
構
想
の
策
定

　
今
年
度
「
教
育
基
本
構
想
策
定
委
員

会
」
を
設
置
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
、
そ
の

基
本
的
考
え
方
、
教
育
に
関
す
る
施
策

を
横
断
的
に
捉
え
直
し
、
総
合
的
に
そ

の
策
定
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

	

２
　
確
か
な
学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て	

⑴
教
師
力
・
授
業
力
の
向
上

　
教
師
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
を

養
う
責
任
が
あ
り
、
教
師
力
・
授
業

力
の
向
上
は
不
可
欠
で
す
。
教
師
の

力
量
が
、
学
力
向
上
を
始
め
あ
ら
ゆ

る
教
育
効
果
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
魅
力
あ
る
授
業
が
で
き
る

よ
う
「
確
か
な
授
業
づ
く
り
事
業
」

を
継
続
し
、
授
業
研
究
を
柱
と
し
た

教
員
研
修
事
業
の
取
り
組
み
を
よ
り

充
実
さ
せ
、
教
師
力
・
授
業
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
す
べ
て
の
教
師
は

授
業
力
向
上
の
た
め
の
授
業
公
開
を

す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
授
業
を
ベ
ー

ス
と
し
た
校
内
研
修
、
研
究
会
等
を

充
実
さ
せ
、
お
互
い
が
切
磋
琢
磨
し
、

協
力
し
て
教
師
力
・
授
業
力
を
高
め

合
う
集
団
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
研
究
発
表
会
や
研
修

会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
奨
励
し
ま

す
。
学
校
組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研

修
は
「
元
気
の
出
る
授
業
づ
く
り
講

座
」
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　

教
科
等
指
導
員
制
度
を
見
直
し
、

新
た
に
教
育
指
導
員
を
配
置
し
、
指

導
員
に
そ
の
役
割
や
指
導
の
仕
方
、

教
員
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
指
導
・
助

言
・
支
援
を
し
ま
す
。

⑵�

学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
細
や
か

な
指
導
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
が
基
本
的
な
学
習
習

慣
を
身
に
つ
け
授
業
に
臨
め
る
こ
と

を
第
一
と
し
指
導
・
支
援
に
努
め
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
く
指

導
で
き
る
少
人
数
指
導
は
学
習
効
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
は
、
算
数
・
数
学
及
び
英

語
の
Ｔ
Ｔ
指
導
や
少
人
数
指
導
で
充

実
を
図
り
ま
す
。
少
人
数
指
導
実
施

学
年
、
少
人
数
分
割
数
、
学
校
規
模

や
取
組
状
況
で
配
置
人
数
等
を
見
直

し
、
少
人
数
指
導
の
有
効
性
を
引
き

出
し
、
き
め
細
か
な
指
導
を
実
現
し
、

学
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑶�

特
別
支
援
教
育
・
外
国
人
支
援
教

育
の
充
実

　
障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

人
的
配
置
を
し
、
取
り
出
し
や
入
り

込
み
に
よ
る
指
導
、
困
り
感
に
寄
り

添
う
き
め
細
か
な
学
習
・
生
活
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
外
国
人
児
童
生
徒
に
外
国
人
児
童

生
徒
通
訳
者
が
、
通
訳
翻
訳
活
動
、

相
談
活
動
、
言
語
指
導
な
ど
対
応
を

し
ま
す
。
日
本
語
を
理
解
で
き
な
い
、

日
本
の
生
活
習
慣
に
慣
れ
て
い
な
い

児
童
生
徒
が
、
日
本
語
や
文
化
・
習

慣
等
を
学
び
、
学
校
に
な
じ
め
る
よ

う
、
外
国
人
早
期
適
応
指
導
の
取
組

を
継
続
し
ま
す
。

	

３�

　
心
豊
か
で
健
や
か
な
子
ど
も
の

育
成
を
め
ざ
し
て

⑴
心
の
教
育
・
道
徳
教
育
の
充
実

　
心
の
教
育
は
、
道
徳
教
育
に
よ
っ

て
学
校
教
育
の
場
で
基
礎
基
本
を
学

び
、
授
業
等
で
も
我
慢
す
る
力
や
協

力
す
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。
子
ど

も
の
発
達
に
応
じ
た
道
徳
教
育
の
充

実
と
道
徳
時
間
の
確
保
、
道
徳
教
材

の
開
発
と
発
掘
、
そ
の
蓄
積
と
活
用

等
に
努
め
、
規
範
意
識
や
倫
理
、
人

を
思
い
や
る
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性

を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
取
組
も
市
内

小
中
学
校
で
推
進
で
き
る
よ
う
は
た

ら
き
か
け
ま
す
。
清
掃
活
動
、
あ
い

さ
つ
運
動
、
当
番
活
動
、
係
活
動
等

の
計
画
的
・
意
図
的
な
取
り
組
み
で
、

子
ど
も
た
ち
が
規
範
意
識
を
持
ち
、

正
し
い
善
悪
の
判
断
の
も
と
行
動
し
、

モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
指
導
・
支
援
に
努
め
ま
す
。

⑵�

い
じ
め
不
登
校
対
策
・
学
校
不
適

応
支
援
の
充
実

　
い
じ
め
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
早
期
発
見
早
期
対
応
を
心
が

け
解
決
に
努
め
ま
す
。
新
た
な
不
登

校
を
出
さ
な
い
予
防
対
応
策
の
取
り

組
み
、
生
徒
指
導
相
談
員
や
不
登
校

相
談
員
を
配
置
し
、
学
校
と
の
連
携

を
密
に
し
、
そ
の
対
応
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
指
導
巡
回
相
談
員
の
配

置
を
継
続
し
、
各
学
校
へ
の
巡
回
指

導
や
家
庭
訪
問
を
行
い
、
不
登
校
を

は
じ
め
学
校
不
適
応
児
童
生
徒
へ
の

支
援
を
充
実
し
ま
す
。

	

４�

　
地
域
と
共
に
歩
む
開
か
れ
た
学

校
を
め
ざ
し
て

⑴�

学
校
評
価
（
自
己
評
価
・
学
校
関

係
者
評
価
・
第
三
者
評
価
）
教
育

委
員
会
評
価

　
市
内
教
職
員
、
保
護
者
・
地
域
住

民
、
市
外
・
県
外
関
係
者
が
参
加
す

る
「
高
浜
市
学
校
評
価
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
、
高
浜
の
学
校
評
価

事
業
の
取
組
や
実
践
を
報
告
・
発
表

し
ま
す
。

　
開
か
れ
た
学
校
と
し
て
説
明
責
任

を
果
た
し
、
効
果
的
で
有
効
性
の
高

い
学
校
評
価
が
で
き
る
よ
う
そ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
、
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
客
観
的
で
専
門
的
な
見
地
か
ら
の

考
え
を
知
ら
せ
、
学
校
に
と
っ
て
有

効
に
働
く
と
考
え
ら
れ
る
第
三
者
評

価
を
行
う
、
第
三
者
評
価
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
評
価
方
法
・
項

目
等
の
課
題
を
改
善
し
教
育
委
員
会

評
価
を
実
施
し
、
そ
の
評
価
結
果
を

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
に
生
か
し
、

発
展
に
努
め
ま
す
。

⑵�

情
報
発
信

　
開
か
れ
た
学
校
を
め
ざ
し
、
保
護

者・地
域
住
民
に
学
校
教
育
を
理
解・

協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
各
種
た
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
情
報
を
家
庭
や
地
域
に

発
信
し
ま
す
。

	

５�

　
教
育
環
境
の
充
実

　
施
設
整
備
は
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
を
最
優
先
に
考
え
、
学
校
と
協
議

し
て
進
め
ま
す
。
吉
浜
小
学
校
北
舎

西
側
の
屋
上
防
水
工
事
と
高
浜
小
学

校
北
舎
の
受
水
設
備
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
小
規
模
修
繕
は
、
要
望

に
応
じ
予
算
配
当
し
、
迅
速
に
修
繕

を
実
施
で
き
る
よ
う
体
制
を
と
り
ま

す
。
小
中
学
校
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
、
教
育
基
本
構
想
で
調
査
・
研
究

を
し
ま
す
。

　

学
校
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
密
接
に
連

携
し
協
力
し
合
い
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
教
育
の

基
本
理
念
は
不
変
で
、
目
の
前
に
い

る
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
の
人

格
の
形
成
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

一
人
ひ
と
り
の
教
員
の
教
師
力
を
高

め
、
学
校
現
場
が
生
き
生
き
と
教
育

活
動
が
で
き
る
よ
う
点
検
・
評
価
を

行
い
、
人
的
・
物
的
支
援
や
教
育
課

題
に
指
導
・
助
言
・
支
援
し
ま
す
。

教育長　岸本和行
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　市民予算枠事業とは、市民の皆さんからお預かりした税を、地域でより有効に役立
てていただくために、個人市民税の5%分の予算の使いみちを市民の皆さんと協議・
検討して、小学校区単位あるいは市内全域の「どうしよう?」の解決や「みんなでこ
うしたい!」という想いをかなえるための制度です。
　市民予算枠事業には３種類あり、募集概要は次のとおりです。

「地域内分権推進型」
■内容　
　�　小学校区の地域範囲で考えていただきます。まちづくり協議会、町内会などの地
域団体が実施主体となり、地域の「いいところ（長所・魅力）」や「心配なところ（課
題・問題）」をふまえ、公共的な視点で、より良くしていくための実行可能な手立
てを検討し、そのために必要なプランを提案していただきます。各小学校区で取り
まとめ、緊急性・重要性を考慮して調整・優先順位付けし、市に提出します。財政
状況や予算についての共通認識を深めたうえで予算化し、交付金を決定し、実施す
る団体に交付します。

■交付対象団体・実施団体…まちづくり協議会、まちづくり協議会の構成団体
■募集期間……………………4月1日㈭〜5月31日㈪
■審査方法など………………書類の提出、小学校区単位で調整

地域の「やりたい」を応援する
市民予算枠事業（新制度）の

提案募集

申込・問合せ先　市役所地域政策グループ　☎52-1111（内線328）

地域の子どもたちが
じまんできるものを
残してあげたい・・・

私たちが住む地域が
もっと住みやすくなるよ
うに。そのためにはどう
すればいいのかしら

高浜市がこんな
まちになったら
いいな・・・

これからの高浜市に
必要なのはこれなん
じゃないかな・・・

「市民予算枠事業」を
　　　　スタートします
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高
浜
市
市
民
予
算
枠
事
業

審
査
委
員
会

委
員
募
集

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
税
の
活

用
と
、
新
し
い
公
共
空
間
を
形
成
す

る
た
め
に
今
年
度
か
ら
創
設
し
た

「
市
民
予
算
枠
事
業
交
付
金
制
度
」

に
つ
い
て
、
市
民
公
益
団
体
な
ど
か

ら
提
案
さ
れ
る
事
業
内
容
の
審
査
や

評
価
な
ど
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

資
格　
市
民

任
期　
２
年

会
議　
年
７
～
８
回
程
度

※
会
議
は
公
開
制
で
す
。

募
集
人
員　
３
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
ま
す
。

申
込
み
方
法

　

�

４
月
15
日
㈭
ま
で
に
地
域
政
策
グ

ル
ー
プ
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
市
役
所
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
328
）

「協働推進型」
■内容　
　�市内全体の利益、または課題の解決となる、実行可能なプランを考え実施していただきます。
　�市民公益活動団体が「高浜市まちづくりパートナー」として登録したうえで審査を
受け、プランが採択となれば交付金を実施団体に交付します。

　（※「高浜市まちづくりパートナー」の登録は随時受け付けています）
■交付対象団体・実施団体…まちづくりパートナーに登録された市民公益活動団体
■募集期間……………………4月1日㈭〜4月30日㈮
■審査方法／時期……………書類審査・公開審査（プレゼンテーション）／5月

「市民提案型」
■内容　
　市内全体の利益、または課題の解決となる、実行可能なプランを考えていただきます。
　市民、市民公益活動団体が提案し、審査を経たうえで予算化し、市が実施します。
■提案者………………………市民、市民公益活動団体
■募集期間……………………4月1日㈭〜5月31日㈪
■審査方法／時期……………書類審査・公開審査（プレゼンテーション）／6月

●交付対象事業について　
　いずれも、その事業を実施することによってまちづくりに良い成果の生じるものとしますが、
・市が決定権限を持つ事業であること（国・県などの許可が必要でないこと）
・政治または宗教活動に関係のない事業であること
・実施主体関係者のみの親睦事業でないこと
・他の制度により市の補助金をすでに受けているものではないこと
このほか各タイプによって詳細を定めます。

●事業提案に必要な書類の様式など　
　市役所地域政策グループまでお問い合わせいただくか、高浜市公式ホームページ　
→　各グループのページ　→　地域政策グループからダウンロードできます。

「市民予算枠事業」をスタートします
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　一般会計は、127億2,390万円で、前年度に対し
て0.4％の減となっています。
　市民の皆さんと約束をしたローカルマニフェストを
実現していくとともに、「高浜市緊急財政方針」を掲げ、
徹底的にムダを省き、不要不急なものを根絶し、その
中で市民と行政がベクトルをそろえ「アシタのチカラ」
となる将来へ向けての財政運営の基礎を築く予算編成
としました。
　主な事業としては、地域の「やりたい」という想い
をかなえるための市民予算枠事業交付金制度を新設
し、推進していきます。
　さらに昨年度、試行的に実施した「事業仕分け」を
本格実施することにより、事業の無駄を洗い出し、か
つ事業のあり方を含めた行財政全体の再構築を行って
いきます。
　また、学校運営および教育活動の更なる向上を図る
べく、学校評価シンポジウムを開催します。

●国民健康保険事業………………31億6,009万円

●土地取得費 ……………………… 1億3,714万円

●老人保健 …………………………………502万円

●公共下水道事業…………………13億2,080万円

●公共駐車場事業……………………… 2,813万円

●介護保険…………………………21億1,721万円

●後期高齢者医療 ………………… 3億6,989万円

●水道事業会計……………………10億2,161万円

平成22年度一般会計、特別会計、企業会計を合わせた予算総額は208億8,379万円で、
前年度に対して1.3％の増となっています。

◆予算		 	 	 	 	
　一般に一定期間における収入・支出の見
積りであると同時に支出額と支出の内容を
制限する拘束力をもっています。予算は、
市長が議会に提案し、議会の議決によって
成立します。

◆一般会計予算
　市の会計の基本となるものです。市税収
入を主な財源として、福祉の充実や道路の
整備など市の基本的な施策に要する経費の
合計です。

◆特別会計
　特定の事業を行う場合、その特定の歳入
を特定の歳出に充て、一般会計と別に経理
する会計です。高浜市では、現在国民健康
保険事業など７つの特別会計があります。

◆企業会計
　水道事業など民間企業と同じように、独
立採算制を原則とする事業を経理する会計
です。

特別会計の内訳

企業会計の内訳

予 算 早 わ か り

平成２２年度当初予算決定

総　　額	 208億8,379万円	（1.3％増）
一般会計	 127億2,390万円	（0.4％減）
特別会計	 71億3,828万円	（5.7％増）
企業会計	 10億2,161万円	（5.0％減）

広報たかはま　H22.4.1 8



議会費………………… 158,511	（△   6.7）
総務費……………… 1,404,469	（△ 23.2）
民生費……………… 4,758,854	（　 24.8）
衛生費……………… 1,602,889	（△ 24.7）
労働費…………………… 34,809	（△ 22.4）
農林水産業費………… 102,858	（△ 10.6）
商工費………………… 250,048	（    12.6）
土木費……………… 1,217,840	（      7.1）
消防費………………… 458,946	（△   3.9）
教育費……………… 1,246,011	（△   8.9）
災害復旧費……………………… 4	（      0.0）
公債費……………… 1,458,660	（      1.1）
諸支出金………………………… 1	（      0.0）
予備費…………………… 30,000	（      0.0）
　計	 12,723,900	（△   0.4）

市税………………… 7,421,815	（△   6.6）		
地方譲与税…………… 112,000	（△   5.9）		
利子割交付金…………… 25,000	（△ 21.9）		
配当割交付金…………… 13,000	（△ 13.3）		
株式等譲渡所得割交付金……5,000	（      0.0）
地方消費税交付金……… 400,000	（△   9.9）
自動車取得税交付金……… 65,000	（△ 19.8）
地方特例交付金………… 95,000	（    18.8）
地方交付税……………………… 1	（      0.0）
交通安全対策特別交付金……7,000	（      0.0）
分担金および負担金…… 158,323	（△   0.9）
使用料および手数料…… 217,719	（△ 11.2）
国庫支出金………… 1,441,528	（    96.1）
県支出金……………… 769,365	（    35.3）
財産収入………………… 33,671	（△ 40.1）
寄附金…………………………111	（      0.0）
繰入金……………… 1,092,976	（△   7.8）
繰越金……………………………10	（      0.0）
諸収入………………… 283,381	（△ 33.0）
市債…………………… 583,000	（△ 13.5）
　計	 12,723,900	（△   0.4）	

一般会計の内訳

問合せ	 	 	 	 	 	
　　市役所財務評価グループ　☎52-1111	
	 　　　　　　　　（内線306・312）

歳出（単位：千円）	 （　）は前年対比伸率（%） 歳入（単位：千円）	 （　）は前年対比伸率（%）

平成22年度当初予算決定

議会費（1.2%）
予備費（0.2%）

商工費（2.0%）

労働費（0.3%）

農林水産業費（0.8%）

総務費
（11.0%）

民生費
（37.4%）

衛生費
（12.6%）

土木費
（9.6%）

教育費
（9.8%）

消防費
（3.6%）

公債費
（11.5%）

歳出
127億2,390万円

市債（4.6%）
諸収入（2.2%）

財産収入（0.3%）
繰入金　（8.6%）

地方譲与税　　（0.9％）
利子割交付金　（０.2％）
配当割交付金　（０.1％）
地方消費税交付金（３.1％）
自動車取得税交付金（０.5％）
地方特例交付金（０.8％）
交通安全対策特別交付金（０.1％）

分担金および負担金
　　　　　　（１.2％）
使用料および手数料
　　　　　　（１.7％）

市税
（58.3%）

国庫支出金
（11.3%）

県支出金
（6.1%）

歳入
127億2,390万円
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下
水
道
　
地
球
を
守
る
　
リ
サ
イ
ク
ル

4
月
1
日
か
ら
下
水
道
が
使
え
る
区
域
が
広
が
り
ま
す

問
合
せ
先　
市
役
所
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ　
☎
52
ー
１
１
１
１
（
内
線
291
・
292
）

中部公園中部公園

神明公園神明公園

吉久伝公園吉久伝公園

翼小学校翼小学校

県立
高浜高等学校
県立

高浜高等学校
高取小学校高取小学校

高浜幹部交番高浜幹部交番

高浜消防署高浜消防署

クリーンセンター
衣浦

クリーンセンター
衣浦

県立高浜高等
技術専門校
県立高浜高等
技術専門校

碧海
グラウンド
碧海

グラウンド

高浜市役所高浜市役所

三河高浜駅三河高浜駅

大山緑地
公園

大山緑地
公園

高浜中学校高浜中学校

吉浜駅吉浜駅

明治用水
中井筋
明治用水
中井筋

国道419号国道419号

かわら美術館かわら美術館

港小学校港小学校

高浜川高浜川

南部ディ・サービス
センター

南部ディ・サービス
センター洲崎公園洲崎公園

南中学校南中学校

高浜港駅高浜港駅

吉浜小学校吉浜小学校

吉浜交番吉浜交番

国
道
２
４
７
号

国
道
２
４
７
号

稗
田
川

稗
田
川

…
新
た
に
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域

…
す
で
に
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域

　
４
月
１
日
よ
り
、
本
郷
町
、
田
戸

町
、
二
池
町
、
碧
海
町
、
向
山
町
の

一
部
が
新
た
に
下
水
道
の
使
用
で
き

る
区
域
に
な
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
日
常
生
活
や
社
会

活
動
の
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

た
く
さ
ん
の
水
を
使
い
ま
す
。
い
っ

た
ん
使
わ
れ
た
水
は
汚
れ
て
し
ま
い
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
流
し
て
し
ま
う
と

生
活
環
境
は
悪
く
な
り
、
川
や
海
も

汚
れ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

　
下
水
道
は
こ
う
し
た
汚
れ
た
水
を

集
め
、
き
れ
い
な
水
に
よ
み
が
え
ら

せ
る
機
能
を
も
ち
、
わ
た
し
た
ち
が

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
未
接
続
の
ま
ま
で

は
、
水
路
な
ど
の
汚
濁
が
解
消
さ
れ

ず
、
周
囲
の
方
に
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に

豊
か
な
水
環
境
を
残
す
た
め
に
、
く

み
取
り
式
便
所
の
方
は
３
年
以
内
に
、

そ
れ
以
外
の
方
は
速
や
か
な
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
使
用
で
き
る
区
域
は
、
下
の
図
の

と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

・
本
郷
町
一
・
二
丁
目
の
一
部　
　
・
二
池
町
六
丁
目
の
一
部

・
田
戸
町
三
・
四
丁
目
の
一
部　
　
・
碧
海
町
四
丁
目
の
一
部

・
向
山
町
一
・
六
丁
目
の
一
部
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接
続
工
事

（
排
水
設
備
工
事
）の

申
し
込
み
は

　
排
水
設
備
工
事
の
見
積
り
・
施
工

な
ど
に
関
す
る
相
談
は
「
高
浜
市
排

水
設
備
工
事
指
定
工
事
店
」
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
は
、
法
律
な
ど
で
定

め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
し
た
工
事
を

施
工
す
る
た
め
に
、
必
要
な
知
識
と

技
術
を
も
っ
て
お
り
、
工
事
に
関
す

る
手
続
き
に
つ
い
て
も
、
皆
さ
ん
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
が

指
定
し
て
い
る
業
者
で
す
。

※�

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
し

か
で
き
ま
せ
ん
。

※�

指
定
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
上
下

水
道
グ
ル
ー
プ
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
工
事
店
一
覧

が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

排
水
設
備
改
造
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

	　
下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
ト
イ

レ
を
は
じ
め
と
す
る
屋
内
の
排
水
設

備
を
改
造
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
改
造
工
事
費
が
一
度
に

皆
さ
ん
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

市
で
は
金
融
機
関
か
ら
無
利
子
で
改

造
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
『
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
』
を
設
け
て
い
ま
す
。

融�

資
金
額　
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
ト
イ
レ
が

・
１
か
所
の
場
合
…
60
万
円
ま
で

・
２
か
所
の
場
合
…
80
万
円
ま
で

・�

３
か
所
以
上
の
場
合
…
100
万
円
ま

で
利�

子　
無
利
子
（
利
子
分
は
市
が
負

担
し
ま
す
）

返�

済
方
法　
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
た
月
の
翌
月
か
ら
元
金
均
等

の
方
法
で
毎
月
支
払
い
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
元
金
の
返
済
期
間
は

60
か
月
以
内
で
す
。

対�

象
と
な
る
方　
下
水
道
が
使
用
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
排
水
設
備
工
事
（
新
築
は

除
く
）
を
行
う
方
で
、
次
の
条
件

を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
に
限
り

ま
す
。

①�

市
税
、
水
道
料
金
お
よ
び
受
益
者

負
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②�

返
済
能
力
を
有
す
る
こ
と
（
金
融

機
関
の
審
査
が
あ
り
ま
す
）

③�

連
帯
保
証
人
が
１
人
い
る
こ
と

取�

扱
金
融
機
関　
岡
崎
信
用
金
庫
、

碧
海
信
用
金
庫
、
西
尾
信
用
金
庫
、

愛
知
県
中
央
信
用
組
合
、
あ
い
ち

中
央
農
業
協
同
組
合
の
市
内
に
所

在
す
る
各
支
店

申�

込
方
法　
排
水
設
備
工
事
の
契
約

時
に
指
定
工
事
店
に
融
資
あ
っ
せ

ん
を
希
望
す
る
旨
を
伝
え
、
排
水

設
備
等
確
認
申
請
書
と
同
時
に
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設

設
置
奨
励
補
助
金
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
近
年
、
市
内
で
も
都
市
化
が
進
み
、

特
に
市
街
地
で
は
、
雨
水
が
地
中
に

し
み
こ
む
場
所
の
減
少
に
よ
り
、
地

表
に
流
れ
出
す
量
が
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
雨
水
の
流
出
を

抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
雨
水
貯

留
・
浸
透
施
設
」
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対�

象　
市
内
の
宅
地
な
ど
に
雨
水
貯

留
施
設
ま
た
は
雨
水
浸
透
施
設
を

設
置
す
る
方

期
待
さ
れ
る
効
果

・�

雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
こ
と

に
よ
り
、
河
川
の
急
な
増
水
を
軽

減
し
ま
す
。

・�

雨
水
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

地
下
水
の
増
加
と
河
川
の
負
担
の

軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

・�

貯
留
し
た
雨
水
を
散
水
・
洗
車
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
水

資
源
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
施
設
と
補
助
金
額

※�

貯
留
槽
（
雨
水
タ
ン
ク
）、
浸
透

ま
す
、
浸
透
管
お
よ
び
透
水
性
舗

装
の
補
助
金
の
合
計
額
は
、
10
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

※�

補
助
金
の
合
計
額
に
１
，
０
０
０

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
に
な
り
ま

す
。

補助対象施設 補　助　金　額区　　分 規　　格
貯留槽
（雨水タンク） 容量200リットル以上 1基あたり22,000円または設置費用の1/2

の額のいずれか低い額

浸透ます 内幅20cm以上 1基あたり6,000円または設置費用の1/2の
額のいずれか低い額

浸透管 内径5cm以上 1mあたり1,300円または設置費用の1/2の
額のいずれか低い額

透水性舗装 路盤材厚10cm以上 1㎡あたり1,100円または設置費用の1/2の
額のいずれか低い額

浄化槽転用貯留槽 浄化槽を雨水貯留槽に
転用する場合

転用費用の2/3の金額で、100,000円を上
限とした金額
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下水道事業
受益者負担金の
賦課徴収区域が
拡大されます
問合せ先　市役所上下水道グループ
　　　　　☎52—1111（内線291・292）

　
市
で
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
し
て
、

平
成
３
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
工
事
に

着
手
し
、
平
成
22
年
４
月
１
日
使
用
開

始
区
域
を
含
め
約
393‌

ha
の
区
域
で
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
新
た
な
対
象
区
域
を
４
月

１
日
付
で
公
告
し
、「
受
益
者
負
担
金
」

を
賦
課
し
ま
す
。

　
な
お
、使
用
で
き
る
区
域・時
期
（
供

用
開
始
区
域
・
時
期
）
に
つ
い
て
は
、

整
備
の
進
み
具
合
に
よ
り
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
と
は

　
下
水
道
を
整
備
す
る
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
す
。
道
路
や
公
園
な
ど
の

よ
う
に
、
だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
施
設

と
違
い
、
下
水
道
の
よ
う
に
特
定
の
方

だ
け
が
利
用
で
き
る
施
設
の
建
設
費
を

税
の
み
で
ま
か
な
う
と
す
る
と
、
利
益

を
受
け
な
い
方
に
も
同
じ
負
担
を
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
、
公
平
性
を
欠
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
利

益
を
受
け
る
方
に
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
受
益
者
負
担
金

で
す
。

負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
方

　
今
年
度
、
公
告
さ
れ
た
賦
課
対
象
区

域
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

そ
の
土
地
に
地
上
権
、
質
権
、
使
用
貸

借
ま
た
は
賃
貸
借
権
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
権
利
者
が
受
益
者
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地

　
今
年
度
、
公
告
さ
れ
た
賦
課
対
象
区

域
内
（
下
水
道
整
備
区
域
内
）
に
あ
る

宅
地
、
雑
種
地
、
田
畑
な
ど
す
べ
て
の

土
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
負
担
金
は
固
定
資
産
税

な
ど
と
は
異
な
り
、
毎
年
賦
課
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
に
対
し
て

一
度
か
ぎ
り
の
も
の
で
す
。

負
担
金
の
額

　
負
担
金
は
土
地
の
面
積（
公
簿
面
積
）

に
応
じ
て
か
か
り
ま
す
。
土
地
１
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
350
円
で
す
。
た
と
え

ば
190
㎡
の
土
地
の
負
担
金
額
は
、
190
㎡

×
350
円
＝
６
万
６
，
５
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

負
担
金
の
納
付
方
法

　
平
成
22
年
度
に
負
担
金
を
決
定
し
た

区
域
は
、
本
年
９
月
よ
り
負
担
金
を
賦

課
し
ま
す
。
こ
の
負
担
金
の
納
付
方
法

に
は
、
年
２
回
払
い
の
５
年
分
割
納
付

と
一
括
納
付
の
２
通
り
が
あ
り
、
一
括

納
付
の
場
合
は
、
前
納
報
奨
金
が
交
付

（
一
定
の
割
合
で
減
額
）
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
一
括
納
付
の
対
象
と
な
る
の

は
、
第
１
期
の
納
付
期
限
ま
で
で
す
。

ま
た
、
前
納
報
奨
金
の
限
度
額
は
最
高

25
万
円
で
す
。

負
担
金
の
徴
収
猶
予

　
申
請
に
よ
り
負
担
金
の
徴
収
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
土
地
に
は
、

①�

地
目
お
よ
び
現
況
が
農
地
・
山
林
な

ど
の
土
地

②
係
争
中
の
土
地

③�

災
害
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
受

益
者
が
所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る

土
地

④�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
受
益
者
が

所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
土
地

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

負
担
金
の
減
免

　
申
請
に
よ
り
負
担
金
の
減
免
が
受
け

ら
れ
る
土
地
に
は
、

①
国
、
地
方
公
共
団
体
の
土
地

②
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
の
土
地

③�

宗
教
法
人
法
第
２
条
に
規
定
す
る
団

体
が
使
用
す
る
境
内
地

④
公
衆
用
道
路
と
し
て
使
用
す
る
私
道

⑤�

町
内
会
が
公
共
の
用
に
使
用
す
る
集

会
所
な
ど
の
土
地

な
ど
が
あ
り
、
減
免
率
は
100
％
か
ら
25

％
ま
で
で
す
。

受
益
者
の
申
告

　
土
地
所
有
者
の
方
に
地
目
・
面
積
な

ど
を
記
載
し
た
「
受
益
者
申
告
書
」
を

送
り
ま
す
の
で
確
認
の
う
え
、
申
告
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
22
年
度
に
賦
課
対
象
と
な
る
区

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
地
図
参
照
）

・
碧
海
町
四
丁
目
の
一
部

・
向
山
町
一
、六
丁
目
の
一
部

・
神
明
町
ニ
、
三
丁
目
の
一
部

　
賦
課
対
象
区
域

向山町一・六丁目の一部

神明町二・三丁目の一部

碧海町四丁目の一部

説明会の開催
　受益者負担金制度と納付までの手続きを理解していただくた
めの説明会を６月下旬ごろ（予定）に開催します。（対象となる
土地所有者に直接案内します）

分割納付の場合

納付例	
◇負担金額が66,500円（土地の面積が190㎡）の場合
一括納付の場合

納付時期 受益者負担金 報奨金額 差引納付額
１年目第１期
（9月1日～30日）に
全額納付の場合

66,500円 10,690円 55,810円

２年目第１期
（9月1日～30日）に
全額納付の場合

52,800円 6,650円 46,150円

３年目第１期
（9月1日～30日）に
全額納付の場合

39,600円 3,560円 36,040円

４年目第１期
（9月１日～30日）に
全額納付の場合

26,400円 1,420円 24,980円

５年目第１期
（9月1日～30日）に
全額納付の場合

13,200円 230円 12,970円

期別 納付年度
納期 １年目 ２年目

第１期 9月1日～30日 7,100円 6,600円
第２期 翌年3月1日〜31日 6,600円 6,600円

期別 ３年目 ４年目 ５年目

第１期 6,600円 6,600円 6,600円
第２期 6,600円 6,600円 6,600円

６月下旬（予定） 関係者への説明会および受益者申告書の送付
７月中旬（予定） 申告書を市へ提出
８月中旬 負担金決定通知書の送付
８月下旬 納入通知書の送付（口座振替の方を除く）

９月末日までに 取扱金融機関にて納付
（口座振替は納期末日に引き落とし）

納付までの流れ
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土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

　
平
成
22
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
所
在

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
が
、
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
所
在
地
番
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

縦�

覧
期
間　
４
月
１
日
㈭
～
５
月
31

日
㈪

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

縦�

覧
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

縦�

覧
場
所　
税
務
グ
ル
ー
プ

縦�

覧
で
き
る
方　
納
税
者
、
同
居
の

家
族
お
よ
び
納
税
管
理
人
で
す
。

そ
の
他
の
人
は
委
任
状
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
申
請
者
の
本

人
確
認
を
す
る
た
め
、
証
明
で
き

る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

課
税
明
細
書
の
送
付
お
よ
び
課
税

台
帳
の
閲
覧
は
、
４
月
上
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
市
税
務
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１（
内
線
244
・
245
）

平
成
22
年
度

年
金
額
と

年
金
保
険
料

◆
年
金
額

　
国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の

年
金
額
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
年
金
の
受
け
取
り
は
、
偶
数
月
の

年
６
回
で
す
。

◆
年
金
保
険
料

・�

定
額
保
険
料　
１
万
５
，１
０
０
円

・�

付
加
保
険
料（
月
額
400
円
）を
加
え

た
保
険
料　
１
万
５
，５
０
０
円

※�
割
引
額
は
複
利
原
価
法
に
よ
り
計

算
し
ま
す
。（
表
２
参
照
）

　
前
納
す
る
場
合
、
１
年
分
ま
た
は

半
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
れ
ば
、
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
前
納
割
引
を
受
け
る
た
め

の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
１
年
前
納
期
限
…
４
月
30
日
㈮

・
半
年
前
納
期
限

　
（
上
期
）
…
４
月
30
日
㈮

　
（
下
期
）
…
11
月
１
日
㈪

※�

こ
れ
を
過
ぎ
る
と
前
納
割
引
制
度

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
は
口
座
振
替
で

　
口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
納
め

に
行
く
手
間
を
省
け
る
ば
か
り
か
、

納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

問
合
せ
先

　
市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
216
・
261
）

税

年
金

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

市
へ

　
長
谷
川
久
道

　
高
浜
南
部
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

定額保険料 定額＋付加保険料

年額
（月払い） 181,200円 181,200円＋4,800円

納付方法 １年前納 半年前納 １年前納 半年前納

納付額 177,980円 89,860円
×2回 182,690円 92,240円

×2回

割引額 3,220円 740円×2回 3,310円 760円×2回

年金の種類 平成22年度

老齢基礎年金 792,100円

障害基礎年金
１級 990,100円

２級 792,100円

遺族基礎年金（子１人） 1,020,000円

子の加算額
1、2人目 227,900円

3人目以降 75,900円

表
１
　
年
金
額

表
２
　
年
金
保
険
料
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子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証

　　
１
月
診
療
分
か
ら
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
枠
を
、
０
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
年
（
15
歳
）
の
３
月
31
日
ま
で
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
に
、
入
学
後
に

使
用
い
た
だ
く
子
ど
も
医
療
費
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
し
た
。
（
小
学
校

入
学
前
の
お
子
さ
ん
は
、
現
在
お
持

ち
の
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
を
そ

の
ま
ま
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
年
齢

拡
大
後
の
新
し
い
受
給
者
証
は
、
有

効
期
限
が
切
れ
る
前
に
順
次
送
付
し

ま
す
）

　
４
月
に
入
っ
て
も
受
給
者
証
が
手

元
に
届
い
て
な
い
方
は
、
市
民
窓
口

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
者
医
療
費
や
母
子
家

庭
等
医
療
費
を
受
給
し
て
い
る
方
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
子
ど
も
医
療

費
受
給
者
証
は
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー

プ
へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ　

　
☎
52
―
１
１
１
１（
内
線
227
・
217
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

年
金
天
引
き
開
始

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
４
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
る
金
額
を
４
月

の
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
申
し
出
に
よ
り
年
金
か
ら
の
天
引

き
を
口
座
振
替
に
変
更
し
た
方
は
、

保
険
料
の
納
付
が
７
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　
保
険
料
は
、
前
年
の
本
人
所
得
を

も
と
に
計
算
を
し
ま
す
が
、
４
月
か

ら
８
月
ま
で
の
年
金
か
ら
の
天
引
き

で
は
、
平
成
22
年
２
月
の
年
金
天
引

き
の
額
ま
た
は
前
々
年
の
所
得
を
も

と
に
仮
計
算
さ
れ
た
保
険
料
額
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　
市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
227
・
217
）

国
民
健
康
保
険
税

一
部
負
担
金
の
減
免
・

徴
収
猶
予

　
災
害
や
、
事
業
の
休
廃
止
な
ど
に

よ
り
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
、

国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
院
な
ど
の

窓
口
で
の
自
己
負
担
額
（
一
部
負
担

金
）
が
、
減
免
な
ど
に
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

対�

象
と
な
る
方　
一
部
負
担
金
の
支

払
い
義
務
を
負
う
世
帯
主
ま
た
は

世
帯
に
属
す
る
方
が
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
、

資
産
お
よ
び
能
力
の
活
用
を
図
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
申

請
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
一
部
負
担
金
の
減

額
、
免
除
、
徴
収
猶
予
を
行
い
ま

す
。

①�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
ほ
か

こ
れ
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
死
亡

し
た
と
き
。
心
身
障
が
い
者
と
な

り
ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を

受
け
た
と
き
。

②�

干
ば
つ
、
冷
害
な
ど
に
よ
る
農
作

物
の
不
作
な
ど
の
理
由
に
よ
り
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
。

③�

事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失

業
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し

た
と
き
。

※�

た
だ
し
、
次
の
方
は
一
部
負
担
金

の
減
免
、
徴
収
猶
予
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

１�

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資

格
を
得
て
か
ら
６
か
月
を
経
過
し

な
い
方

２�

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
国
民

健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

問
合
せ
先

　
市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
216
・
261
）

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん

す
い
す
い
健
康
教
室

受
講
生
募
集

対
象　
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

�

（
申
込
時
に
国
保
加
入
者
で
あ
れ

ば
可
）

募
集
期
間　
４
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

募
集
人
数　
30
人
（
先
着
順
）

開�

講
日　
５
月
６
日
か
ら
毎
週
木
曜

日　
午
前
10
時
～
11
時
（
連
続
８

回
）

と��

こ
ろ　
コ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

高
浜
（
図
書
館
西
100
ｍ
）

受�

講
料　
１
、
０
０
０
円
（
納
付
方
法

は
、別
途
開
講
案
内
で
通
知
し
ま
す
。

ま
た
、受
講
料
納
入
後
は
、キ
ャ
ン
セ

ル
し
て
も
返
還
で
き
ま
せ
ん
。
）

※�

プ
ー
ル
で
使
用
す
る
水
泳
帽
子
・

水
着
・
タ
オ
ル
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申�

込
方
法　
直
接
市
民
窓
口
グ
ル
ー

プ
へ
来
庁
す
る
か
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

医
療
・

　

国
保

申
込
・
問
合
せ
先

　
市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１（
内
線
261
・
262
）

平成22年度第１期すいすい健康教室
開講日 内　　　　　　　　　　　　　　容
5月6日 すいすい健康体操（新感覚リンパトレナージュ：リンパ系を刺激するストレッチ）
13日 すいすい健康水泳（プール）（泳がないウォーキング中心の水中運動）
20日 メタボ改善水泳（プール）（ウォーキング中心の水中運動）
27日 かんたんダンベル体操（筋力向上ダンベル体操）

6月3日 膝痛予防のための水中運動（プール）（プール下半身中心水中運動）
10日 青竹健康体操（下半身中心のストレッチおよび青竹踏み）
17日 レッツアクアビクス（プール）（かんたんたのしいアクアビクス）
24日 レクリエーション＆リラクゼーション
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

国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
・
第
２
期
は

仮
算
定
で
す

　
平
成
22
年
度
の
国
保
税
は
、
年
８

回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
４
月
時
点
で
は
前
年
中
の
所
得

金
額
お
よ
び
固
定
資
産
税
額
が
確
定

し
て
い
な
い
た
め
、
国
保
税
を
算
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
国
保
税
が
確
定
す
る
第

３
期
ま
で
は
、
暫
定
的
に
平
成
21
年

度
の
年
税
額
（
年
度
途
中
か
ら
加
入

し
た
世
帯
の
場
合
は
、
１
年
間
に
換

算
し
た
額
）の
８
分
の
１
相
当
額（
１

期
あ
た
り
）
を
税
額
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
仮
算
定
と
い
い
ま
す
。

　

仮
算
定
（
第
１・
２
期
）
の
納
税

通
知
書
は
、
４
月
中
旬
に
お
届
け
す

る
予
定
で
す
。

　
も
し
、
平
成
22
年
度
の
国
保
税
が

平
成
21
年
度
の
年
税
額
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額
に
満
た
な
い
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
税
額
の
修
正
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
市
民

窓
口
グ
ル
ー
プ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１（
内
線
216
・
219
）

借
上
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

募
集
住
宅

・�

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
（
神
明
町
二
丁

目
16
番
地
３
）

・�

エ
ク
セ
ル
湯
山
（
湯
山
町
五
丁
目

３
番
地
４
）

・�

ロ
イ
ヤ
ル
八
幡
（
八
幡
町
五
丁
目

１
番
地
19
）

・�

パ
ー
ク
ビ
レ
ッ
ジ
（
神
明
町
二
丁

目
12
番
地
１
）

・�

ビ
ラ
湯
山
（
湯
山
町
二
丁
目
２
番

地
４
）

・�

ハ
イ
ツ
セ
ブ
ン
（
呉
竹
町
四
丁
目

10
番
地
３
）

家
賃
な
ど

・�

準
耐
火
２
階
建
て
４
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ

・�

家
賃　

６
万
８
，
７
０
０
円
～

７
万
５
，
４
０
０
円

申
込
資
格

・�

現
在
、同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族（
内
縁
関
係
に
あ
る

者
、婚
約
者
を
含
む
）が
あ
る
こ
と

・�

現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る

者
、
婚
約
者
を
含
む
）
が
高
浜
市

営
住
宅
条
例
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と
。

・�

収
入
基
準
（
所
得
月
額
）
が
20
万

円
を
超
え
、
44
万
５
，
０
０
０
円

以
下
の
世
帯

・�

現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
世
帯

・�

市
県
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
世

帯
そ
の
他

・
小
型
の
物
置
が
各
戸
に
あ
り
ま
す
。

・�

入
居
す
る
と
家
賃
以
外
に
共
益

費
・
駐
車
場
料
金
が
必
要
で
す
。

・�
収
入
基
準
計
算
方
法
・
間
取
り
な

ど
、
詳
し
く
は
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

申�

込
受
付
期
間　
い
つ
で
も
（
土
・

日
曜
日
可
）

申�

込
受
付
場
所　
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
問
合
せ
先

　
市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
265)

環
境
美
化
推
進
員

　

昨
年
４
月
に
、『
高
浜
市
み
ん
な

で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
条
例
』

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
と
連
携
し
地
域
の
環
境
美
化
を

進
め
る
環
境
美
化
推
進
員
の
募
集
に
、

13
団
体
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
地
域

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
登
録
団
体（
２
月
末
現
在
申
込
順
）

・
ビ
ク
ト
リ
ア
レ
ジ
ア

・
ト
ヨ
タ
車
体
精
工
㈱

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ポ
ー
ト
た
か
は
ま

・
青
空
碧
木
会

・
イ
ビ
デ
ン
㈱
衣
浦
事
業
場

・
渡
し
場
か
も
め
会

・
八
幡
町
・
新
田
町
町
内
会

・
高
浜
市
役
所

・
水
明
会

・
高
浜
市
議
会
市
政
ク
ラ
ブ

・
カ
フ
ェ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー
ふ
る
ふ
る

・
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
サ
ー
ク
ル

・
㈱
ス
ギ
ヤ
ス

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

◆
環
境
美
化
推
進
員
の
募
集

募�

集
条
件　
１
団
体
３
人
以
上
（
事

業
者
を
含
む
）

募
集
期
限　
４
月
30
日
㈮

申�

込
方
法　
「
環
境
美
化
推
進
員
応

募
用
紙
」
を
記
入
の
う
え
、
直
接
、

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
応
募
用
紙
は
、

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
）

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

◆
環
境
美
化
推
進
員
へ
の
支
援

　
活
動
の
支
援
と
し
て
、
身
分
を
示

す
「
推
進
員
証
」「
腕
章
」、
啓
発
物

品
と
し
て
「
の
ぼ
り
旗
」「
啓
発
ス

テ
ッ
カ
ー
（
車
両
用
）」
を
貸
与
し

ま
す
。
ま
た
、
活
動
内
容
に
応
じ
、

次
の
物
品
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

①�

奉
仕
袋
（
清
掃
用
活
動
を
す
る
団

体
）

②�

消
耗
品
類
（
１
団
体
に
つ
き
年
間

２
万
円
を
限
度
）

　

�（
例
）「
清
掃
活
動
」
へ
は
、軍
手・

火
バ
サ
ミ
・
熊
手
な
ど
。「
落
書

き
消
し
活
動
」
へ
は
、シ
ン
ナ
ー・

刷
毛
・
ペ
ン
キ
・
布
切
れ
な
ど
。

③
軽
自
動
車
の
貸
し
出
し

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入

問
合
せ
先

　
市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１（
内
線
263
・
264
）

住
宅

センチュリー21

募
集
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都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
調
査
・
審
議
な
ど
を
行
う
都
市
計

画
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対��

象　
市
内
在
住
の
方
で
申
込
期
限

日
現
在
20
歳
以
上
の
方

※
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

募
集
人
数　
２
人

任�

期　
２
年
（
平
成
22
年
６
月
１
日

か
ら
平
成
24
年
５
月
31
日
）

応�

募
方
法　
応
募
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
都
市
整
備
グ
ル
ー
プ
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。(

郵
送
可
）

申
込
期
限　
4
月
30
日
㈮
必
着

問
合
せ
先

　
市
都
市
整
備
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１（
内
線
278)

権
利
擁
護
講
演
会

テ�

ー
マ

　

�

「
消
費
者
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
」

　
～
地
域
で
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
～

講
師　
小
野
晶
子
氏
（
弁
護
士
）

と�

き　
４
月
16
日
㈮　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　
い
き
い
き
広
場
ホ
ー
ル

定�

員　
50
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費　
無
料

※�

講
演
終
了
後
、
小
野
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

先
着
順
の
予
約
制
で
す
。

申
込
期
間　
４
月
１
日
㈭
〜
12
日
㈪

申
込
・
問
合
せ
先

　
高
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
52
―
２
０
０
２

自
衛
官

▼
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

受�

付
期
間　
４
月
１
日
㈭
～
５
月
10

日
㈪

試�

験
日　
・
１
次　
５
月
15
日
㈯
・

16
日
㈰
（
16
日
は
、
飛
行
要
員
希

望
者
の
み
）

・�

２
次　
６
月
15
日
㈫
～
17
日
㈭
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

▼
一
般
曹
候
補
生

　

�

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方
（
23
年

３
月
高
卒
予
定
者
除
く
）

受�

付
期
間　
４
月
１
日
㈭
～
５
月
10

日
㈪

試�

験
日
（
第
２
回
試
験
に
つ
い
て
は

９
月
以
降
実
施
予
定
）

・
１
次　
５
月
22
日
㈯

・
２
次
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　

�

６
月
23
日
㈬
～
28
日
㈪
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

▼
予
備
自
衛
官
補

・
一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

　
（
23
年
３
月
高
卒
予
定
者
除
く
）

・�

技
能　
18
歳
以
上
で
所
定
の
国
家

免
許
資
格
な
ど
を
有
す
る
方
（
資

格
に
よ
り
18
歳
以
上
53
歳
未
満
～

55
歳
未
満
の
方
）

受
付
期
間　
４
月
９
日
㈮
ま
で

試�

験
日　
４
月
17
日
㈯
～
19
日
㈪
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

問
合
せ
先

　

�

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
安
城

案
内
所

　
☎
74
―
６
８
９
４

広
報
モ
ニ
タ
ー

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
（
月
２
回
程
度
実
施
）
に

答
え
る
こ
と
で
、
行
政
に
意
見
を
伝

え
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
や
、
市
政
に

対
す
る
疑
問
・
要
望
を
、
少
し
だ
け

時
間
を
使
っ
て
気
軽
に
伝
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
回
答
は
集
計
を
行
い
、
市
政
や
広

報
誌
な
ど
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
場
合
は
広
報
誌
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
を
行
い
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
（
年
齢
性
別
不
問
）

登
録
方
法

　
登
録
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必

要
で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
（
苗
字
の
み
や
ハ
ン
ド
ル
ネ

ー
ム
も
可
）
②
住
所
（
丁
目
ま
で
の

記
入
も
可
）
③
年
齢
④
性
別
⑤
職
業

⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

※�

１
週
間
以
内
に
登
録
完
了
メ
ー
ル

を
お
送
り
し
ま
す

そ
の
他

・�

人
数
に
よ
る
制
限
、
募
集
期
限
、

回
答
の
強
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・��

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
し
、

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

・�

通
信
費
な
ど
回
答
に
か
か
る
費
用

は
、
回
答
者
の
方
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

・�

市
で
は
、
メ
ー
ル
の
不
着
に
関
し

て
の
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
市
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
332
）

　
kanri@

city.takaham
a.lg.jp
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

中
央
公
民
館
講
座

申
込
期
間　
４
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

申�

込
方
法　
中
央
公
民
館
ま
た
は
高

取
公
民
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
応

募
者
が
少
な
い
場
合
は
開
講
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

受
講
決
定
者
を
４
月
21
日
㈬
よ
り

中
央
公
民
館
に
掲
示
し
ま
す
。

定
期
講
座

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
全
11
回
）

　
開
催
曜
日　
火
曜
日

　
開
講
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

　
受
講
料　
３
，
３
０
０
円

　
会
場　
高
取
公
民
館

　
定
員　
20
人

◆
か
な
書
道
（
全
11
回
）

　
開
催
曜
日　
火
曜
日

　

�

開
講
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

　
受
講
料　
３
，
３
０
０
円

　
会
場　
中
央
公
民
館

　
定
員　
40
人

◆
茶
道
（
全
11
回
）

　
開
催
曜
日　
木
曜
日

　�

開
講
時
間　
午
後
７
時
30
分
～
９

時
30
分

　
受
講
料　
５
，
８
０
０
円

　
会
場　
中
央
公
民
館

　
定
員　
15
人

◆
料
理
（
全
11
回
）

　
開
催
曜
日　
水
曜
日

　

�

開
講
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

　
受
講
料　
１
万
３
，
３
０
０
円

　
会
場　
中
央
公
民
館

　
定
員　
30
人

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

問
合
せ
先

　
中
央
公
民
館

　
☎
52
―
５
０
０
１

市
民
講
座

申
込
期
間　
４
月
１
日
㈭
～
10
日
㈯

申�

込
方
法　
中
央
公
民
館
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

応
募
者
が
少
な
い
場
合
は
開
講
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

受
講
決
定
者
を
４
月
11
日
㈰
よ
り

中
央
公
民
館
に
掲
示
し
ま
す
。

◆
フ
ラ
メ
ン
コ
（
全
11
回
）

　
開
催
曜
日　
土
曜
日

　

�

開
講
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

　
受
講
料　
１
，
５
０
０
円

　
会
場　
中
央
公
民
館

　
定
員　
20
人

◆
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
の
会
韓
国
料
理

　（
全
11
回
）

　
開
催
曜
日　
木
曜
日

　

�

開
講
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１

時
　
受
講
料　
３
，
０
０
０
円
／
月

　
会
場　
中
央
公
民
館

　
定
員　
20
人

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

問
合
せ
先

　
中
央
公
民
館

　
☎
52
―
５
０
０
１

在
職
者
対
象
訓
練

第
二
種
電
気
工
事
士

技
能
講
座
①

対�

象　
第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格

取
得
を
め
ざ
す
方

と
き　
５
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　
午
前
９
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分

　
（
23
日
㈰
は
午
後
３
時
40
分
ま
で
）

と�

こ
ろ　
県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門

校
定
員　
10
人

受�

講
料　
２
，
３
０
０
円
（
材
料
・

テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）

募�
集
期
間　
４
月
５
日
㈪
～
４
月
26

日
㈪
ま
で
（
※
必
着
）

申�

込
方
法　

往
復
は
が
き
に
講
座

名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
勤
務
先

名
・
勤
務
先
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
で
の
申
込
方
法
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
53
―
０
０
３
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

shugyo/koukyou/takaham
a/

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

（
前
期
）

と�

き　
５
月
10
日
～
７
月
12
日
の
毎

週
月
曜
日　
午
前
９
時
45
分
～
11

時
30
分

と
こ
ろ　
全
世
代
楽
習
館

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民

定
員　
20
人

費
用　
参
加
費
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
500
円
程
度
か

か
り
ま
す
。（
昨
年
度
の
教
室
に

参
加
さ
れ
た
方
は
不
要
）

内�

容　
音
楽
に
合
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
や
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操
・
脳

ト
レ
な
ど

申�

込
期
間
・
方
法　
４
月
１
日
㈭
～

30
日
㈮
の
間
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
参
加

の
方
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

　

�

い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ　

　
☎
52
―
９
８
７
１

も
の
づ
く
り
工
房

あ
か
お
に
ど
ん

◆
木
の
板
で
五
月
飾
り
を
作
ろ
う

と�

き　
４
月
15
日
㈭　
午
前
10
時
～

午
後
3
時
ま
で

と�

こ
ろ　
も
の
づ
く
り
工
房
あ
か
お

に
ど
ん

定
員　
大
人
4
人

参�

加
費　
500
円
（
工
房
利
用
料
含
む
、

当
日
支
払
い
）

持
ち
物　
昼
食
は
各
自
準
備

※�

作
業
の
出
来
る
服
装
で
お
願
い
し

ま
す
。

申�

込
期
間　
4
月
1
日
㈭
～
13
日
㈫

　

�

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
月・水・

金
曜
日
を
除
く
）

申�

込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※�

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
も
の
づ
く
り
工
房
あ
か
お
に
ど
ん

　
☎
52
―
０
９
０
９

講
座
・

　

教
室
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情報ファイル

ゲ
ー
ム
大
会

と�

き　
４
月
24
日
㈯　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　
小
学
生
20
人

参
加
費　
無
料

内�

容　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
い
ろ
い
ろ

持
ち
物　
水
筒
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル

申�

込
期
間
・
方
法　
４
月
10
日
㈯
～

17
日
㈯
の
間
に
、吉
浜
児
童
セ
ン
タ

ー
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※�

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
１
０
１
９

ふ
わ
ふ
わ

ド
ー
ル
ぼ
う
き
作
り

と�

き　
４
月
24
日
㈯　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
翼
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　
小
学
生
20
人

材
料
費　
50
円

内
容　
ド
ー
ル
ぼ
う
き
作
り

持
ち
物　
手
さ
げ
袋

申�

込
期
間
・
方
法　
４
月
９
日
㈮
～

19
日
㈪
の
間
に
、
材
料
費
を
添
え

て
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※�

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　
翼
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
54
―
２
８
３
３

高
浜
エ
コ
ハ
ウ
ス
で

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
不
要
品

の
持
ち
主
を
乗
り
換
え
る『
中
継
駅
』

の
こ
と
で
す
。

　
不
要
品
の
引
き
渡
し
は
無
料
で
す
。

と�

き　
５
月
１
日
㈯　
午
前
10
時
～

11
時

※�

物
品
の
公
開
は
、
４
月
29
日
㈭
午

前
10
時
～
午
後
４
時
に
行
い
ま
す
。

と�

こ
ろ　
エ
コ
ハ
ウ
ス
（
月
・
木
曜

休
館
。
た
だ
し
、
４
月
29
日
㈭
は

開
館
、
30
日
㈮
は
休
館
）

持
ち
物　
マ
イ
バ
ッ
ク

参
加
費　
無
料

出�

展
物
品　

①
衣
類
、
②
食
器
類
、

③
書
籍
、
④
日
用
雑
貨
、
⑤
イ
ン

テ
リ
ア
、
⑥
お
も
ち
ゃ
、
⑦
ス
ポ

ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
、
⑧
育

児
・
子
ど
も
用
品

※�

自
宅
で
不
要
と
な
り
、
ま
だ
使
用

で
き
る
物
品
が
あ
る
方
は
、
エ
コ

ハ
ウ
ス
へ
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

・
高
浜
エ
コ
ハ
ウ
ス

　
☎
52
―
２
２
９
９

・
市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
263
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

と�

き　
５
月
16
日
㈰　
午
前
９
時
～

正
午

※�

雨
天
の
場
合
は
、
５
月
22
日
㈯
に

順
延
し
ま
す
。

児
童

セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル

と�

こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
イ
ベ
ン
ト
広
場

対�

象　
高
浜
・
碧
南
市
在
住
・
在
勤

で
、
満
20
歳
以
上
の
営
利
目
的
で

な
い
方

出
店
数　
53
店
（
先
着
順
）

区�

画　
１
店
当
た
り
2.5
ｍ
×
２
ｍ

料
金　
500
円

申
込
期
間　
４
月
11
日
㈰
～
30
日
㈮

受�

付
時
間　
・
４
月
11
日
㈰　
午
後

１
時
～
４
時　
・
そ
の
他
の
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
月
曜
休

館
）

申�

込
方
法　
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を

証
明
で
き
る
も
の
（
保
険
証
、
免

許
証
、
身
分
証
明
書
な
ど
）
を
持

参
の
う
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
で
の
申
し
込
み
は
、
で
き
ま

せ
ん
。

問
合
せ
先

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
53
―
５
３
７
９

学
生
服
の

リ
サ
イ
ク
ル

　　
不
用
に
な
っ
た
学
生
服
の
回
収
と

販
売
を
実
施
し
ま
す
。

◆
不
用
学
生
服
の
回
収

受�

付
日　
４
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

受
付
場
所　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

回�

収
価
格　
学
生
服
１
点
に
つ
き
100

円
◆
リ
サ
イ
ク
ル
学
生
服
の
販
売

と�

き　
５
月
16
日
㈰　
午
前
９
時
～

正
午

と
こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

販�

売
価
格　
学
生
服
１
点
に
つ
き
300

円
※�

数
量
・
サ
イ
ズ
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
53
―
５
３
７
９

・�

高
浜
お
て
ん
婆
お
て
ん
娘
ま
ち
づ

く
り
の
会

　
☎
52
―
６
５
９
８
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

グ
ル
ー
プ
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
な
ど

を
行
な
う
５
人
以
上
の
団
体
（
社
会

教
育
関
係
）
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

対�

象
と
な
る
事
故　
被
保
険
者
の
所

属
す
る
団
体
活
動
中
の
事
故
お
よ

び
所
属
す
る
団
体
が
指
定
す
る
集

合
・
解
散
場
所
と
被
保
険
者
の
自

宅
と
の
通
常
の
経
路
往
復
中
の
事

故
。（
学
校
管
理
下
を
除
く
）

※�

加
入
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過

失
に
よ
る
事
故
、
自
然
災
害
に
よ

る
事
故
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

保�

険
期
間　
加
入
手
続
き
完
了
の
翌

日
午
前
０
時
か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
午
後
12
時
ま
で

加
入
手
続
方
法

◆�

加
入
依
頼
書　
所
定
の
加
入
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

掛
金
を
郵
便
局
お
よ
び
指
定
金
融

機
関
で
振
り
込
み
（
手
数
料
が
必

要
）、
そ
の
受
付
証
明
書
を
の
り

づ
け
し
て
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
愛

知
県
支
部
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

加
入
依
頼
書
は
、
市
役
所
文
化
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
、
体
育
セ
ン
タ

ー
、
各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

◆�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（W

eb

）　
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
掛
金
の

払
い
込
み
が
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
た
め
の
会
員
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
）

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

・
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　
http://www.sportsanzen.org

※�
同
一
団
体
で
年
度
内
に
中
途
加
入

す
る
際
は
追
加
加
入
す
る
団
体
員

の
み
の
名
簿
を
作
成
し
、
新
規
加

入
時
と
同
様
（
加
入
依
頼
書
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
方
法
で

手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

�

中
途
加
入
を
す
る
場
合
で
も
年
間

掛
金
を
適
用
し
ま
す
。

※�

年
度
途
中
で
の
加
入
区
分
の
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

加
入
に
際
し
て
は
必
ず
「
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
の
あ
ら
ま
し
」
を
よ

く
読
み
、
納
得
の
う
え
で
の
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

・
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
愛
知
県
支
部

　
☎
052
―
264
―
４
０
４
８

・
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１（
内
線
330
・
331
）

救
命
講
習
会

会場 碧南消防署 安城消防署
講習会名 普通救命講習会Ⅰ 小児・乳児応急手当講習会
開催日 4月18日㈰ 4月17日㈯
開催時間 午前9時〜正午 午前9時〜11時
定　員 先着20人 先着20人
申込先
・
詳細

無料
4月5日㈪午前9時から募集開始

☎41-2625　救急係へ

無料
4月5日㈪午前9時から募集開始

☎75-2494　救急係へ
対象者 碧海5市在住・在勤の方　※いずれの会場でも受講できます。

ス
ポ
ー
ツ

消
防

加入区分および保険金額（抜粋／詳しくは「スポーツ保険のあらまし」をご覧ください。）

※ＡＷ区分の特徴：個人活動・個人練習なども保障の対象となります。	
※入院・通院については治療日数１日目から補償されます。

加入対象者 対　　　　　象 加入
区分

掛　金
（1人年額） 対象範囲

傷　　害　　保　　険　（保険金額）
賠償責任保険
（補償限度額） 共済見舞金

死　　亡 後遺障害
（最高）

入院
（日額）

通院
（日額）

子ども

スポーツ・文化・ボラン
ティア・地域活動 Ａ１ 600円

団体活動中
とその往復
中

2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
身体・財物賠償
合算１事故５億円
ただし、身体賠償は1人1
億円

突然死
（急性心不
全、脳内出
血など）
180万円

上記団体活動に加え、個
人活動も対象 ＡＷ 1,150円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円
身体・財物賠償
合算１事故５億500万円
ただし、身体賠償は1人1
億500万円

上記以外 100万円 150万円 1,000円 500円 身体・財物賠償
合算１事故５00万円 対象外

大
人

高校生
以上

文化・ボランティア・地
域活動、団体員の送迎、
応援、準備、片付け

Ａ２ 600円

団体活動中
とその往復
中

2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体・財物賠償
合算１事故５億円
ただし、身体賠償は１人
１億円

突然死
（急性心不
全、脳内出
血など）
180万円

スポーツ活動、スポーツ
活動の指導 Ｃ 1,600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

子どものスポーツ活動の
指導、審判 ＡＣ 1,100円 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円

65歳
以上 スポーツ活動 Ｂ 800円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

子ども・大人 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

Ｗeb限定
全年齢

短期スポーツ教室
（開催期間３か月以内の
スポーツ教室）

短期ス
ポーツ
教室

600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
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防
災
管
理
新
規
講
習

と�

き　
５
月
19
日
㈬　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
碧
南
市
文
化
会
館

対�

象
者　
防
災
管
理
者
に
選
任
予
定

の
方
で
、
甲
種
防
火
管
理
者
の
資

格
を
有
し
て
い
る
方
。

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

受�

講
料　
２
，０
０
０
円（
当
日
納
付
）

申
込
期
間　
４
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

　
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

※�

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

※�

申
込
書
は
、
申
込
場
所
か
衣
浦
東

部
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

※�

申
込
時
、
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３

㎝
３
か
月
以
内
の
証
明
写
真
１

枚
）
が
必
要
で
す
。

※�

電
話
・
郵
送
に
よ
る
申
込
は
、
行
い

ま
せ
ん
。
消
防
局
予
防
課
か
消
防
署

予
防
係
窓
口
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先

・�

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局
予
防

課
予
防
係

　
☎
63
―
０
１
３
６

・
高
浜
消
防
署
予
防
係

　
☎
52
―
１
１
９
０

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

　
内
容

・�

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
第
１
水
曜

日　
午
後
２
時
～
３
時
）

・�

ヨ
ガ
（
第
２
・
第
４
水
曜
日　
午

後
７
時
～
８
時　
15
歳
以
上
（
中

学
生
を
除
く
）
の
方
の
み
）

・�
リ
ズ
ム
体
操
（
第
３
水
曜
日　
午

後
７
時
～
８
時　
15
歳
以
上
（
中

学
生
を
除
く
）
の
方
の
み
）

・�

ポ
ー
ル
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
第

１
・
第
３
金
曜
日　
午
後
７
時
～

８
時
）

・�

水
中
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
（
第
２
・
第

４
金
曜
日　
午
後
７
時
～
８
時
）

※�

ヨ
ガ
・
リ
ズ
ム
体
操
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
レ
ッ
ス
ン
中
は
、
卓
球
設
備

の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

そ
の
他
、
臨
時
的
に
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

参
加
費

・�

水
中
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト　
プ
ー
ル
入

場
料
（
大
人
400
円
）
の
み

・�

ヨ
ガ
・
リ
ズ
ム
体
操　
プ
ー
ル
・

浴
場
い
ず
れ
か
の
入
場
料
（
大
人

400
円
）
の
み

定
員　

・
ヨ
ガ　
25
人
（
予
約
制
）

・
リ
ズ
ム
体
操　
15
人
（
予
約
制
）

持
ち
物　

・�

ヨ
ガ　
動
き
や
す
い
服
装
、
大
き

な
タ
オ
ル
な
ど

・�

リ
ズ
ム
体
操　
動
き
や
す
い
服
装
、

大
き
な
タ
オ
ル
な
ど
、
シ
ュ
ー
ズ

問
合
せ
先

　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

　
☎
41
―
２
６
５
５

狂
犬
病
予
防
注
射

※�

新
た
に
犬
（
生
後
91
日
以
上
）
を

飼
い
は
じ
め
た
場
合
、
注
射
料
金

の
ほ
か
に
登
録
手
数
料
が
犬
１
匹

に
つ
き
３
、
０
０
０
円
必
要
で
す
。

お�
願
い　
会
場
に
は
、
注
射
時
に
犬

の
首
輪
を
し
っ
か
り
押
さ
え
ら
れ

る
方
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・�

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
一
生
に

１
回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

・��

体
の
具
合
の
悪
い
犬
は
、
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

獣
医
に
相
談
の
う
え
、
個
別
に
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・�

予
防
注
射
は
、
集
合
注
射
の
ほ
か

動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
都
合
の
悪
い
方
は
、
動

物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・�

登
録
し
て
い
る
犬
で
、
死
亡
や
飼

い
主
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
て
、
ま

だ
届
け
出
を
さ
れ
て
な
い
方
は
、

会
場
ま
た
は
市
役
所
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

注�

射
料
金　
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

犬
を
飼
っ
た
ら

か
な
ら
ず
登
録
を

　
犬
は
、
登
録
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き

で
も
、
登
録
し
て
お
け
ば
、
市
役
所

の
登
録
台
帳
か
ら
容
易
に
検
索
で
き

て
、
飼
い
主
の
元
に
帰
る
可
能
性
も

高
ま
り
ま
す
。

　
も
し
も
、
犬
が
逃
げ
出
し
て
行
方

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
市

役
所
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
か
碧
南
警

察
署
（
☎
46
―
０
１
１
０
）
、
愛
知

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
６
５
―
58
―
２
３
２
３
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆�

糞
の
あ
と
始
末
は
責
任
を
も
っ
て
！

　
道
路
、
公
園
、
他
人
の
敷
地
な
ど
、

糞
害
で
周
辺
の
皆
さ
ん
に
大
変
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
す
。

　
飼
い
主
は
、
責
任
を
も
っ
て
糞
の

あ
と
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
264
）

そ
の
他

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ

衣　

浦

狂犬病
予防注射 2,750円

注射済票
交付
手数料

550円

合　　計 3,300円

日程・会場
月　日 時　　間 会　　場

4月19日㈪
午前10時～11時30分 吉浜公民館北駐車場
午後1時～2時 吉浜八幡社
午後2時20分～3時 中部公園

4月20日㈫
午前10時30分～11時30分 大山公民館
午後1時～2時 高取農業センター
午後2時30分～3時10分 勤労青少年ホーム

4月21日㈬
午前10時～11時30分 市役所西駐車場
午後1時～2時 高浜南部公民館
午後2時30分～3時 洲崎公園
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

市
障
害
者
扶
助
料
・

市
遺
児
手
当
の

振
り
込
み

　

平
成
21
年
度
後
期
分
の
扶
助
料
・

市
遺
児
手
当
を
３
月
31
日
付
け
で
振

り
込
み
ま
し
た
。

　
振
り
込
み
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
次
回
分
か
ら
振
込
先
を
変

更
し
た
い
方
は
、
印
か
ん
を
持
参
の

う
え
、
地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

　

�

い
き
い
き
広
場
内
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ

　
☎
52
―
９
８
７
１

小
中
学
校
第
三
者
評
価

委
員
会
委
員
募
集

　
市
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
学
校

運
営
お
よ
び
教
育
活
動
の
適
正
か
つ

そ
の
向
上
を
図
る
た
め
、
小
中
学
校

第
三
者
評
価
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

で
、
学
校
運
営
お
よ
び
教
育
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
。
た
だ
し
、
市

内
の
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る

児
童
生
徒
と
同
一
世
帯
の
方
は
除

き
ま
す
。

会�

議
回
数　
年
３
回
程
度
（
１
回
あ

た
り
２
時
間
程
度
）

評�

価
訪
問　
年
７
回
程
度
。
市
内
の

小
中
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
お

よ
び
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
評
価

訪
問
調
査
な
ど
に
よ
り
、
評
価
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
訪
問
調

査
は
終
日
（
午
前
８
時
15
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
頃
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

募
集
人
数　
１
人

任�

期　
５
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月

31
日

申�

込
方
法　
市
役
所
３
階
学
校
経
営

グ
ル
ー
プ
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
４
月
16
日
㈮

問
合
せ
先

　
市
学
校
経
営
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
350
）

食
品
表
示
110
番

　
食
品
表
示
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
食
品
の
品
質
表
示

の
一
層
の
適
正
化
を
進
め
る
た
め
に
、

消
費
者
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、

食
品
の
表
示
に
つ
い
て
情
報
提
供
や

問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
た
め
の
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

食
品
表
示
110
番
電
話
番
号

・
東
海
農
政
局
表
示
・
規
格
課

　
☎
052
―
223
―
４
６
１
８

・�

農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ

ー
名
古
屋
セ
ン
タ
ー

　
☎
052
―
229
―
１
０
６
３

・
県
食
育
推
進
課

　
☎
052
―
951
―
３
８
９
３

妊
婦
健
康
診
査

受
診
票
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
、｢

妊
婦
健
康
診

査
受
診
票｣
で
受
診
で
き
る
検
査
項

目
が
変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
の｢

妊
婦
健
康
診
査
受
診
票｣

は
４
月
１
日
以
降
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
新
し
い「
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
」

へ
の
差
し
替
え
手
続
き
が
ま
だ
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
４
月
16
日
㈮
ま
で

に
差
し
替
え
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別

に
通
知
し
ま
し
た
が
、
通
知
が
届
い

て
い
な
い
方
や
転
入
し
て
間
も
な
い

方
は
、
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

手�

続
き
方
法　

お
持
ち
の｢

妊
婦
健

康
診
査
受
診
票｣

と
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
、
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

差
し
替
え
の
際
に
は
、｢

妊
婦
・

乳
児
健
康
診
査
受
診
票
交
付
（
再

交
付
）
申
請
書｣

の
提
出
が
必
要

で
す
。

※�｢

妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票

交
付
（
再
交
付
）
申
請
書｣

は
、

保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

手
続
き
・
問
合
せ
先

　

�

い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ　

　
☎
52
―
９
８
７
１

携帯電話向けメールマガジン

パトネットあいち
◆地域安全情報
　「不審者などに関係する情報」「身近で発生する犯罪
に関する情報」を主に配信します。
◆注意情報
　「生命に危険が及ぶおそれのある事案に関する情報」
「緊急に注意を呼びかける情報」を主に配信します。
◆一斉情報
　「振り込め詐欺や女性を対象とした犯罪などに関する注意情報」「情報提
供のお願い」などのお知らせ情報を全登録者に配信します。
新規登録、登録変更方法
・�メールの受信制限をされている方は、受信設定を変更してください。
・�携帯電話からm.patnet@cep.jpに空メールを送信してください。
・�返信メールに記載されているアドレスに接続し、表示内容に従って新規
登録・登録変更・解除を行ってください。
※�詳細は、携帯電話用サイト「モバイル愛知県警」か愛知県警ホームペー
ジの「パトネットあいち」をご覧ください。

QRコード
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情報ファイル

■
■
■
■ 

知
立
市 

■
■
■
■

知
立
ま
つ
り（
本
祭
り
）

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
知
立
ま
つ

り
」。
本
祭
り
と
な
る
今
年
は
、
５

台
の
山
車
が
神
舞
と
呼
ば
れ
る
囃
子

に
あ
わ
せ
て
壮
麗
に
順
行
し
ま
す
。

　
山
車
の
台
上
で
奉
納
上
演
さ
れ
る

人
形
浄
瑠
璃
芝
居
の
「
山
車
文
楽
」

と
「
か
ら
く
り
」
は
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
き　
５
月
２
日
㈰
・
３
日
（祝）

と�

こ
ろ　
知
立
神
社
お
よ
び
周
辺
道

路（
名
鉄
知
立
駅
下
車
徒
歩
10
分
）

問
合
せ
先

　

�

知
立
市
観
光
協
会
事
務
局
（
市
役

所
経
済
課
内
）

　
☎
83
―
１
１
１
１（
内
線
211
・
212
）

西
三
河

イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

紙芝居の日
と�き　4月3日㈯、17日㈯
　午後２時30分～３時
と�ころ　図書館子ども読書
支援室「えほんの森」

読み手　土ようおはなし会

いっしょにあそぼう
と�き　4月24日㈯　
　午後2時30分～３時30分
と�ころ　図書館子ども読書支
援室「えほんの森」

内�容　工作「こいのぼりを作
ろう」

対�象　幼児（保護者同伴）、
小学生

定員　20人
参加費　無料
担当　図書館スタッフ

おはなし会
とき　4月10日㈯　
　午後２時30分～３時
と�ころ　図書館子ど
も読書支援室「え
ほんの森」

読み手　トキの会

ベビーブックのひととき
とき　４月１日㈭
　午後0時30分～２時30分
ところ　吉浜公民館１階和室
内�容　絵本の読み聞かせ、赤ちゃ
ん絵本の紹介、工作、読書相談

対象　０～２歳児と保護者
読み手　マザリーズ

こどもの読書週間にちなんだおはなし会
『おおきくなったね、おおきくなったら…』
とき　４月25日㈰　午後２時～２時30分
内�容　絵本、大型絵本の読み聞かせ、わらべ
歌、手遊び歌など

対象　幼児～小学生　　定員　なし
参加費　無料　　担当　おはなしブランコ

親子講座

『絵本で子育てして
みませんか？』
参加者募集中
と�き　４月17日㈯　午前10
時30分～12時30分

ところ　高取公民館会議室
対象　０～３歳児と保護者
講�師　清水美智子先生（マザ
リーズ）

定員　10組
※�定員になりしだい締め切り
ます。

受講料　無料
申�込方法　直接または電話で
申し込んでください。

みんなのおはなし会「よむ♪よむ」
と�き　４月４日、11日、18日、
25日（毎週日曜日）
　午後２時～２時30分
ところ　高取公民館１階図書室
内�容　絵本や紙芝居の読み聞かせ、
絵本の紹介、読書相談

対象　幼児～小学生、一般
読み手　図書館スタッフ

赤ちゃんおはなし会「あんよ☆あんよ」
と�き　４月５日、12日、19日、
26日（毎週月曜日）
　午前10時30分～11時
ところ　高取公民館１階図書室
内�容　絵本や紙芝居の読み聞かせ、
絵本の紹介、読書相談

対象　０歳～３歳児と保護者
読み手　図書館スタッフ

えほんの森
読書相談やおはなし会を開催しています。
お気軽にご利用ください。
・月曜日　午後１時～４時（児童向け）
・水曜日　午前９時30分～午後0時30分（乳児向け）
・金曜日　午前９時30分～午後0時30分（乳児向け）
・土曜日　午前９時30分～午後0時30分（児童向け）
対象　「えほんの森」利用者
読み手　読書アドバイザー

問合せ先
　図書館　☎52―0240

４月の休館日
６日㈫、13日㈫、20日㈫、
27日㈫

図 書 館
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問合せ先　市役所こども育成グループ
　　　　　☎52‐1111（内線362）
　　　　　FAX 52‐1110
E-mail　 ikusei@city.takahama.lg.jp

子育ち・子育て
支援情報

今回はK.Iさんからのエピソードです。

59
子ども手当
　次代の社会を担う子どもの育ちを支援するために、平成22
年４月から、子ども手当を支給します。
　児童手当制度では、小学校修了前の子どもが対象で、親など
の所得制限がありましたが、子ども手当は支給対象が中学校修
了前までの子どもで、親などの所得制限もありません。
支�給対象　中学校修了前までの子ども（平成7年4月2日以降に
生まれた方）を養育している方

支給月額　1万3,000円
支�払時期　原則として、毎年２月、６月、10月に、それぞれ
の前月分までを支給します。

手続方法　これまで児童手当を受給していなかった方や、中学
校新２・３年生のお子さんをお持ちの方は、子ども手当を受給
するための手続きが必要です。

Ⅰ現在、児童手当を受給中の方
①中学校新２・３年生の子どもがいない家庭
　子ども手当の申請を免除しますので、手続きは不要です。６
月の支給日には、２・３月分の児童手当と、４・５月分の子ど
も手当を支給します。支給額などは、個別に通知します。
②中学校新２・３年生の子どもがいる家庭
　「額改定認定請求書」を提出してください。様式は４月下旬を
めどに個別に郵送します。

Ⅱ現在、児童手当を受給していない方
　「認定請求書」および添付書類を提出してください。様式は４
月下旬をめどに個別に郵送します。
添付書類
・�（厚生年金などの加入者のみ）請求者（保護者）本人の健康
保険証のコピー
・（外国籍の方のみ）外国人登録証のコピー（両面）
・振込先の銀行口座の通帳（表紙裏のページ）のコピー
※公務員の方へ
　公務員の方は勤務先で手続きしてください。当市からの案内
は破棄していただくとともに、今後の連絡が不要な場合は、市
役所こども育成グループへ申し出てください。
その他　各家庭の状況に応じて、必要なご案内をお送りします
が、別居する児童を養育している場合など、他に手続きが必要
になる場合があります。不明な点があれば、個別に問い合わせ
てください。
案内は４月下旬をめどに送りますが、５月中旬になっても案内
が届かない場合は、市役所こども育成グループまで問い合せて
ください。
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子育ち・子育て支援情報 59 

カワラッキーの月かわりレシピ
　こども食育マスコットキャラクターのかわら食人カワラッキーが、
保育園で子どもたちが食べている給食やおやつの作り方の一部をご紹介します。
　ご家庭でも簡単にできます。ぜひ、お子さんと一緒に作ってみてください。
◆わけぎの酢味噌和え
材料　わけぎ35ｇ、竹輪７ｇ
［タレ］味噌２ｇ、酢0.5ｇ、砂糖1.5ｇ　
作り方
①わけぎは５cm程度に切る。竹輪はタテ半分に
　切ってから３cm長さの薄切りにする。
②鍋に湯を沸かし、①をさっとゆでる。
③タレの材料を混ぜ、②の水気を切って和える。

平成21年度　保育サービス第三者評価の結果
　市では、市内の保育所・幼稚園・認定こども園での保育サービスの質の向上と利用者の皆さ
まに対する情報提供のため、保育サービス評価を行っています。
　保育サービス評価委員会による平成21年度の評価結果がまとまりましたので、公表します。
　評価結果は、こども育成グループ、各保育園・幼稚園・認定こども園、各児童センターの窓口、
市公式ホームページで閲覧できます。

はぐみん優待ショップ

笑顔の写真のご紹介

募集しています
　子育て家庭を地域社会全体で支えるため、この事業に
協賛し、「18歳未満の子どもおよびその保護者または妊
娠中の方」がカードを提示した際に、各店舗などで独自
に定めるさまざまな特典や優待サービスを提供していた
だける「はぐみん優待ショップ」を募集しています。

店舗名 所在地 電話 定休日 特　典 Ｐ　　　Ｒ

友整体院＆
ロアール

湯山町五丁目
３番地２ 52－0031 日曜日

（臨時休業あり）

スマイルカード２
倍進呈＆3,000円
以上ご利用の方に
300円OFF

店内にアロマの香りを感じながら整体やアロマ
オイルコースを施術されて癒されてみません
か？YOSAもありますよ!!

eigo110 呉竹町五丁目
８番地25

090－4446－
3446 土日、祝日 入会金を50％オフ

子ども向けの英語リトミック、英会話教室です。
みんなで英語を楽しんでいます。まずはhttp://
eigo110.hp.infoseek.co.jp/まで遊びに来て
ください。

新規協賛店舗を紹介します
　愛知県と連携し、子育て家庭優待事業を実施してい
ます。子育て家庭へのサービスを実施する協賛店舗を
紹介します。
　新たにサービスを開始する協賛店舗を紹介します。

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
か
ら
一
言
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３ヶ月になって寝返りを始めた息子。寝返りが成功するた
びに満面の笑みを見せてくれます。でもその顔を撮ろうと
カメラを構えると笑ってくれなくて、息子と同じ視線にな
るように寝転がって目があった瞬間に私も笑顔を見せたら
…やっと撮れました！我が家の元気の源・アンパンマン！！

鈴す
ず

木き

美み

樹き

子こ

さ
ん

「
我
が
家
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

兄弟で仲良く食べるバナナは最高においしいそうです。

望も
ち

月づ
き

悠ゆ
う

太た

さ
ん

「
バ
ナ
ナ
最
高
!!
」
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　地震が起きたときの建物の倒壊は怖いです
ね。どうしたら地震に強い建物になるのかを市内の小学生（写
真は翼小学校５年生）が学んでいます。高浜市の建築耐震研究
会の講師からいのちを守る家の「たいしん」などを受講した
後、各班に分かれて、ストローとクリップで実際に建物の骨格
を作り、地震への強さを確認しました。

　地区選考から全日本書初め大展覧会席書大会へと駒
を進めた大人から子どもまで約3,500人の書道の達人を相手に、内閣
総理大臣賞を受賞した大瀬良優一くんが、その喜びを市長に報告しま
した。「まだまだ、他の大会などにもチャレンジしたいと思いま
す。」と今後の抱負を語ってくれました。

地震に強く、
高く、美しく

お見事です
書道日本一 大瀬良優一くん
～内閣総理大臣賞受賞を市長に報告～

　１本の風船を「あっ！」という間に目の前でキ
リンや犬の形にしてしまうバルーンアートのボランティアのおじ
さん２人に吉浜北部保育園の園児たちはビックリ。一人ひとりに
作ってくれた作品をお互い見せ合いました。きっと心に残る思い
出となったことでしょう。

　港小学校の平成２１年度卒業生の卒業記念が校
舎の壁に取り付けられました。
　卒業生らは１年生の入学式から６年生の修学旅行まで、それ
ぞれの学年の出来事を９枚１組のタイルに描き、学校での思い
出として残しました。
　いつの日か、この卒業生が我が子に「この作品はお父さん、
お母さんが残したものだよ。」と伝える日まで大切に残されるこ
とでしょう。

バルーンアートに
驚き楽しむ

「僕らがここで学んだ証
あかし

」
完成

2/25
（木）

2/19
（金）

3/9
（火）

3/12
（金）
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PREFEITURA  DE 
TAKAHAMA  INFORMA

A PREFEITURA DE TAKAHAMA CONTA COM BALCÃO DE ATENDIMENTO EM PORTUGUÊS 
DIARIAMENTE(INCLUSIVE SÁBADOS E DOMINGOS) 08:30hs ÀS 17:15hs NO SETOR SHIMIN SEIKATSU GURUPU,
AO LADO DE ENTRADA PRINCIPAL TEL.52-1111 r.269

O Sistema de Adiamento de Arrecadação e a Redução das Despesas a Serem Arcadas 
Pelos Pacientes nos Balcões de Atendimento dos Hospitais

A 1ª e 2ª Parcela do Imposto do Seguro de Saúde Nacional ( Koku Ho Zei ) são Impostos 
Originalizados do Cálculo Provisório.

Quando se encontrar em dificuldades por motivos de desastres, perda temporária ou definitiva do emprego, 
etc... no Seguro de Saúde Nacional “Kokumin Kenkô Hoken” ,baseando-se nas Leis deste mesmo seguro, 
está sendo realizado entre outros, a redução (parcial) do valor a ser arcado pelos pacientes nos balcões de 
atendimento dos hospitais e outros. Segue abaixo as pessoas aplicáveis.
Pessoas Aplicáveis
O responsável da família “Setai Nushi” ou o membro da mesma, cujo tem o dever de arcar com as despesas 
médicas, apesar de estar se esforçando ao máximo mas infelizmente estiver vivendo com dificuldades, nesse 
caso, através de um requerimento e sendo este reconhecido como necessário, será realizado a redução 
parcial do valor a ser arcado ou a sua isenção, ou ainda, o adiamento de arrecadação.
Condições Aplicáveis:
① �Os Falecimentos gerados por terremotos, tempestades e inundações, incêndios e outros desastres dessa 

mesma natureza. Também, ao se tornar deficiente físico e mental ou ainda, ao sofrer sérios danos materiais.
② �Perda temporária ou definitiva do emprego ou do empreendimento, tornando-se desempregado, 

ocasionando-se então, uma extraordinária redução no rendimento.
※�Porém, os casos que serão publicados a seguir, não se tornarão aplicáveis na redução parcial ou isenção 

do valor a ser arcado e no adiamento de arrecadação.
1) �Pessoa que ainda não ultrapassou um período de 6 meses, após ter obtida a qualificação de Pessoa 

Assegurada do Seguro de Saúde Nacional.
2) �Apesar de não ter nenhuma circunstância em especial, estar atrasado com pagamentos dos impostos do 

Seguro de Saúde Nacional.
Para contato, favor consultar os responsáveis do Seguro de Saúde Nacional, na Prefeitura de Takahama.
( 1°Andar   Balcão de Atendimento N°3 )
Informações:
Shimin Madoguchi Gurupu　Tel: 52-1111 (ramal 216-261)

O Imposto do Seguro Nacional “Koku Ho Zei” referente ao ano fiscal 22 da Era Heisei, deverá ser pago em 8 
parcelas num período de 1 ano, porém, nas alturas do mês de Abril, ainda não se é possível definir não 
somente o valor da renda anual referente ao ano anterior como também, o imposto sobre bens imóveis. Por 
este motivo, não se é possível calcular o Imposto do Seguro Nacional. Portanto, até a 3ª parcela, onde se é 
determinado o Imposto do Seguro Nacional, provisoriamente será pago (a cada parcela) uma quantia 
equivalente a 1/8 do valor dos impostos referentes ao ano fiscal 21 desta mesma Era (caso a família em 
questão tenha realizado a adesão ao Seguro no meio do ano, será então o valor convertido ao período de 1 
ano). Isto se é denomonado: Cálculo Provisório. O informativo de pagamento do Cálculo Provisório (1ª e 2ª 
parcela), está previsto para chegar em meados do mês de Abril.
Nos casos onde se é pensado que o valor dos impostos referentes ao ano fiscal 22 da Era Heisei, seja 
equivalente a um valor que não irá alcançar a metade do valor dos impostos referentes ao ano fiscal 21 dessa 
mesma Era, será possível efetuar o pedido de correção “Zeigaku no Shûsei” dos mesmos, para isso, favor 
entrar em contato com o grupo de atendimento aos moradores na Prefeitura.
Informações:
Shimin Madoguchi Gurupu　Tel: 52-1111 (ramal 216-219)

病院窓口での自己負担金の減免、徴収猶予の制度

国民健康保険税（国保税）の第１期・第２期は仮算定による税額です
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切磋琢磨
　世界大会をめざして

　ロボカップ世界大会への第一関門「高浜ノード大会」（地区
予選）。たかはま夢・未来塾ロボットクラブの塾生らが作り上
げたロボットがサッカーを競い合いました。ロボットの知能・
強度などが最も優れ、勝利した２チームが次のステージ（東
海ブロック大会）へと進んで行きます。４年連続の世界大会
進出をめざして頑張ってくださいね。

（ポルトガル語のページを読んでください！）

①ＧＷ企画「シーサーをつくろう！」
と　き　5月3日㈪　午前９時30分～正午	
ところ　美術館2階陶芸創作室
定　員　30人（先着順）
受�講料　高校生以上1,500円、中学生以下800円
申�込方法　４月10日㈯　午前９時よりミュージアム
ショップまたは、ファクスで受け付けします。

問合せ先　かわら美術館　☎52-3366　FAX52-8100

③オリジナル地蔵をつくろう♪
と　き　５月22日㈯　午前９時30分～正午
ところ　美術館2階陶芸創作室
定　員　30人（先着順）
受講料　高校生以上1,000円、　中学生以下470円	
申�込方法　４月17日㈯　午前９時よりミュージアム
ショップまたは、ファクスで受け付けします。

②こどもの日「親子陶芸教室」
と　き　5月5日㈬　午前９時30分～正午
ところ　美術館2階陶芸創作室
定　員　40人（先着順）
受�講料　親（大人）1,000円＋こども（中学生以下）
470円

申�込方法　４月10日㈯　午前９時よりミュージアム
ショップまたは、ファクスで受け付けします。

陶芸
講座

表　紙

高浜市やきものの里

かわら美術館
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